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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

移
民
受
け
入
れ
に
寛
容
な
バ

イ
デ
ン
政
権
を
批
判
す
る
狙
い

で
、
テ
キ
サ
ス
州
や
フ
ロ
リ
ダ

州
な
ど
が
今
年
４
月
か
ら
不
法

移
民
を
バ
ス
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
に
送
り
込
ん
で
い
る
。
そ
の

数
が
10
月
18
日
で
２
万
人
を
超

え
た
。
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
移
民
の
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
ー
︵
聖
域
︶﹂
と

し
て
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
予

想
外
の
数
の
多
さ
に
対
応
仕
切

れ
て
お
ら
ず
、
市
議
や
活
動
家

ら
に
よ
る
抗
議
デ
モ
が
起
き
る

始
末
。
メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
﹁︵
移
民
危
機
が
︶
私

た
ち
の
経
済
を
弱
体
化
さ
せ
て

い
る
﹂
と
語
る
な
ど
い
ら
だ
ち

を
隠
せ
な
い
よ
う
だ
。

市
に
よ
れ
ば
、
春
以
降
に

到
着
し
た
移
民
の
う
ち
約

１
万
３
０
０
０
人
が
ホ
ー
ム
レ

ス
や
被
災
者
な
ど
を
収
容
す
る

シ
ェ
ル
タ
ー
︵
避
難
所
︶
に
い

る
。
避
難
所
の
滞
在
者
は
９
月

だ
け
で
６
５
０
０
人
増
加
、
総

数
６
万
人
ほ
ど
と
な
っ
て
お

り
、
パ
ン
ク
寸
前
だ
。

　

市
は
避
難
所
を
増
や
し
て
き

た
が
追
い
つ
か
な
い
た
め
、
９

月
末
に
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
オ
ー
チ

ャ
ー
ド
ビ
ー
チ
の
駐
車
場
に

１
０
０
０
人
収
容
の
大
型
テ
ン

ト
の
避
難
所
を
設
置
。
し
か
し

雨
で
浸
水
し
て
し
ま
う
。
10
月

３
日
に
急
き
ょ
イ
ー
ス
ト
リ
バ

ー
に
あ
る
ラ
ン
ド
ー
ル
島
に
移

動
す
る
と
発
表
し
た
が
、
市
議

や
州
議
会
議
員
、
移
民
・
ホ
ー

ム
レ
ス
支
援
団
体
の
活
動
家
ら

数
十
人
は
13
日
、
テ
ン
ト
避
難

所
に
反
対
す
る
抗
議
行
動
を
市

庁
舎
前
で
行
っ
た
。
ジ
ャ
バ

リ
・
ブ
リ
ス
ポ
ー
ト
州
上
院
議

員︵
ブ
リ
ッ
ク
リ
ン
25
区
選
出
︶

は
、﹁
テ
ン
ト
都
市
は
あ
り
得

な
い
。ホ
テ
ル
を
使
う
べ
き
だ
﹂

と
述
べ
て
い
る
。
テ
ン
ト
で
は

ハ
リ
ケ
ー
ン
な
ど
に
対
応
で
き

な
い
し
、
家
族
で
は
入
れ
な
い

た
め
だ
。

大
型
テ
ン
ト
の
避
難
所
は
18

日
に
ラ
ン
ド
ー
ル
島
に
設
営
さ

れ
た
。
約
１
０
０
０
床
の
ベ
ッ

ド
が
並
び
、
３
度
の
食
事
も
無

料
だ
が
、
大
人
単
身
者
向
け
で

４
日
間
ほ
ど
の
短
期
滞
在
を
想

定
し
た
も
の
。
家
族
は
入
れ
な

い
。
こ
の
た
め
、
市
は
45
ほ
ど

の
ホ
テ
ル
に
避
難
所
を
開
設
し

た
。
最
大
級
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

ホ
テ
ル
︵
７
番
街
31
丁
目
︶
は

３
０
０
世
帯
ほ
ど
を
収
容
で
き

る
と
い
う
。
廃
業
し
た
ホ
テ
ル

も
利
用
す
る
計
画
だ
。

Ｎ
Ｙ
市
で
は
泊
ま
る
と
こ
ろ

の
な
い
人
に
は
﹁
避
難
所
利
用

の
権
利
﹂
が
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
た
め
、
避
難
所
を
確
保
す

る
義
務
が
あ
る
。
ア
ダ
ム
ス
市

長
は
、﹁
送
り
先
が
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
、
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
３
市
と

も
黒
人
市
長
だ
か
ら
か
、
そ
れ

と
も
北
部
の
都
市
に
向
け
ら
れ

て
い
る
だ
け
な
の
か
﹂と
語
り
、

ア
ボ
ッ
ト
・
テ
キ
サ
ス
州
知
事

ら
の
黒
人
差
別
を
示
唆
す
る
発

言
も
。
移
民
政
策
は
８
日
に
行

わ
れ
る
中
間
選
挙
で
も
争
点
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

エドワード・ホッパーの NY
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
で

来
年
３
月
ま
で
特
別
展

Whitney Museum
of American Art

99 Gansevoort Street
New York, NY 10014

(212) 570-3600
Open: 10:30 am–6 pm

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
１
９
０
８

年
か
ら
67
年
ま
で
住
ん
だ
画

家
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ホ
ッ
パ
ー

の
特
別
展
が
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美

術
館
で
10
月
19
日
か
ら
始
ま
っ

た
。
彼
の
壮
年
期
の
キ
ャ
リ
ア

全
体
に
わ
た
る
期
間
を
描
い
た

今
回
の
展
示
﹁
ホ
ッ
パ
ー
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂
は
、
20
世
紀
の

大
都
市
の
厳
密
な
肖
像
で
は
な

く
、
ホ
ッ
パ
ー
が
生
き
た
時
代

の
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル

で
、
ほ
と
ん
ど
人
口
が
い
な
い

状
態
の
街
や
目
立
た
な
い
実
用

的
な
建
造
物
や
目
立
た
な
い
場

所
に
目
を
向
け
、
新
旧
、
市
民

と
住
宅
、
公
と
私
の
ぎ
こ
ち
な

い
衝
突
を
描
き
、
変
化
す
る
街

の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
捉
え
て
い

る
。
そ
れ
は
、
ホ
ッ
パ
ー
の
都

市
に
対
す
る
永
遠
の
魅
力
を
描

き
、
ホ
ッ
パ
ー
自
身
を
取
り
巻

い
た
都
市
の
記
録
で
あ
る
と
同

時
に
、
ホ
ッ
パ
ー
自
身
の
現
れ

で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

同
美
術
館
が
最
近
入
手
し
た

印
刷
物
、
広
告
の
挿
絵
、
書
簡
、

写
真
、
日
記
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
は
、
ホ
ッ
パ
ー
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
生
活
に
つ
い
て
の

新
鮮
な
発
見
も
あ
る
。
入
場
料

大
人
25
ド
ル
。
展
覧
会
は
３
月

５
日
︵
日
︶
ま
で
。

　
　
　
　

︵
写
真
・
三
浦
良
一
︶　

テ
キ
サ
ス
州
と
フ
ロ
リ
ダ
州
が
不
法
移
民
を
バ
ス
で
送
り
込
む

Ｎ
Ｙ
市
が﹁
対
応
に
限
界
﹂

４
月
以
降
２
万
人
以
上
が
到
着

　

夏
時
間
が
11
月
６
日
︵
日
︶

午
前
２
時
で
終
了
し
ま
す
。
土

曜
の
夜
、
お
休
み
前
に
時
計
の

針
を
１
時
間
お
戻
し
く
だ
さ

い
。
日
本
と
の
時
差
は
14
時
間

と
な
り
ま
す
。

夏
時
間
終
了

https://nipponexpressusa.com/
www.saitollp.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声
合
唱

団
の
定
期
演
奏
が

11
月

19

日
︵
土
︶
午
後
３
時
か
ら
、

T
he C

hurch of the H
oly 

T
rinity

︵
東
88
丁
目
３
１
６

番
地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
同
団

は
２
０
０
１
年
に
男
声
合
唱
団

と
し
て
発
足
、
04
年
に
混
声

合
唱
団
と
な
り
、
現
在
は
毎

週
火
曜
夜
に
練
習
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
は
ウ
エ
ス
ト
サ

イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
の
メ
ド
レ

ー
を
メ
イ
ン
に
、
プ
ー
ラ
ン

ク
﹁Laudam

us te

﹂、﹁

リ

メ
ン
バ
ー
・
ミ
ー
﹂、﹁
シ
ン
グ

シ
ン
グ
シ
ン
グ
﹂、﹁
風
に
な

る
﹂
な
ど
日
英
以
外
の
曲
も
多

く
披
露
す
る
。
指
揮
はSaya 

C
allner

、
ピ
ア
ノ
は
浅
沼
理

香
子
。
入
場
料
10
ド
ル
。
来

場
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｅ
メ
ー
ル

nym
cinfo@

gm
ail.com

ま

で
。
詳
細
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

混
声
合
唱
団
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.nym

c.net/

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
混
声
合
唱
団

定
期
演
奏
会
19
日
に

　

紐
育
男
声
合
唱
団
︵
Ｍ
Ｇ
Ｃ

Ｎ
Ｙ
︶
は
12
月
3
日
︵
土
︶
午

後
5
時
30
分
か
ら
、
ホ
リ
ー
ト

リ
ニ
テ
ィ
ー
教
会
︵
東
88
丁
目

３
１
６
番
地
、
１
番
街
と
２
番

街
の
間
︶
に
て
第
21
回
定
期
演

奏
会
を
開
催
す
る
。

　

今
年
は
Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｙ
の
持
ち

味
で
あ
る
ア
カ
ペ
ラ
男
声
合
唱

に
加
え
て
、
フ
ラ
ン
ク
・
シ

ナ
ト
ラ
の
﹁Fly M

e to the 
M

oon

﹂
﹁T

he W
ay

 Y
ou 

Look T
onight

﹂、

ル

イ
・

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の﹁W

hat 
a W

onderful W
orld

﹂

な

ど
を
﹁
ザ
・
ア
メ
リ
カ
ン
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
﹂
と
称
し
て
ビ

ッ
グ
バ
ン
ド
ス
タ
イ
ル
で
披

露
す
る
。
ゲ
ス
ト
は
ソ
プ
ラ

ノ
の
キ
ャ
ロ
リ
ン
・
ベ
ー
コ

ン
、Y

u
to M

itom
i Jazz 

Q
uartet

。
後
半
は
、
日
本
の

現
代
作
曲
家
の
三
宅
悠
太
が

２
０
１
９
年
に
早
稲
田
大
学
の

委
嘱
に
よ
り
作
曲
し
た
﹁
修
司

の
海
﹂
か
ら
﹁
サ
ン
ゴ
﹂、﹁
か

な
し
く
な
っ
た
と
き
は
﹂
を
演

奏
す
る
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー

ジ
は
﹁
そ
う
ら
ん
節
﹂﹁
松
前

追
分
前
唄
﹂﹁
佐
渡
お
け
さ
﹂﹁
機

織
唄
︵
埼
玉
︶﹂﹁
斎
太
郎
節
﹂

の
各
地
日
本
民
謡
。
指
揮
は
山

内
竜
志
、
Ｍ
Ｃ
は
岡
本
祐
輔
。

入
場
料
10
ド
ル
。

紐育男声合唱団

第21回定期演奏会12月3日

故安倍元首相を偲ぶ

　

今
年
で
14
回
目
を
迎
え
る
風

の
環
コ
ン
サ
ー
ト
が
11
月
13
日

︵
日
︶
午
後
４
時
30
分
か
ら
、

G
ood

 S
h

eph
erd

-F
aith 

Presbyterian C
hurch 

︵
西

66
丁
目
１
５
２
番
地
︶
で
開
催

さ
れ
る
。
一
昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍

で
奮
闘
す
る
Ｎ
Ｙ
の
医
療
従
事

者
を
応
援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
を
宮
城
県
仙
台
市
で

開
催
し
て
以
来
２
年
ぶ
り
、
Ｎ

Ｙ
で
の
開
催
は
3
年
ぶ
り
と
な

る
。︵
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
風

の
環
コ
ン
サ
ー
ト
、
協
賛
：

混
声
合
唱
団Japan C

horal 
H

arm
ony

﹁
と
も
﹂︶

　

今
年
は
﹁
あ
り
が
と
う
！ 

安
倍
元
首
相
﹂
と
題
し
、
７
月

８
日
凶
弾
に
倒
れ
た
故
安
倍
元

首
相
へ
の
追
悼
の
意
味
を
込

め
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
る
予

定
。
非
業
の
死
を
遂
げ
た
偉
大

な
リ
ー
ダ
ー
へ
の
感
謝
と
哀
悼

の
思
い
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

発
信
す
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
Ｊ
Ｃ
Ｈ
﹁
と
も
﹂
が
追
悼

の
意
味
を
込
め
﹁M

em
orial 

Processional

﹂
な
ど
を
演

奏
す
る
ほ
か
、
弦
楽
を
中
心
と

す
る
風
の
環
室
内
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
が
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ー

バ
ー
の
﹁
ア
ダ
ー
ジ
ョ
﹂
な

ど
を
演
奏
す
る
。M

em
orial 

Processional

は
Ｊ
Ｃ
Ｈ
音

楽
監
督
の
白
田
正
樹
氏
が
、
友

人
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者
グ

レ
ゴ
リ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
氏
が
東

日
本
大
震
災
被
災
者
の
追
悼
曲

と
し
て
作
曲
し
た
交
響
曲
を
混

声
合
唱
用
に
編
曲
し
た
も
の
。

ま
た
風
の
環
少
年
少
女
合
唱

団
、
ボ
ス
ト
ン
在
住
の
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
・
野
中
百
合
子
さ
ん
が

出
演
。
恒
例
の
被
災
地
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
参
加
で
は
、
仙
台
か

ら
宮
城
学
院
女
子
大
学
音
楽
科

合
唱
団
が
ビ
デ
オ
参
加
す
る
予

定
。

　

入

場

無

料
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

９
１
７
・
３
７
１
・
８
３
８
６
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルjapan.
choral.harm

ony
@

gm
ail.

com

︵M
ike Shirota

さ
ん
︶

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://jch-tom
o.org

第
14
回
風
の
環
コ
ン
サ
ー
ト

３
年
ぶ
り
に
Ｎ
Ｙ
で
開
催

https://kaigai.sundai.ac.jp/us
mailto:nymcinfo@gmail.com
mailto:nymcinfo@gmail.com
mailto:nymcinfo@gmail.com
https://www.nymc.net/
https://www.nymc.net/
https://www.nymc.net/
https://www.nymc.net/
http://jch-tomo.org
http://jch-tomo.org
http://jch-tomo.org
http://jch-tomo.org
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11 月 NY 日系人会の行事
JAA 115 周年記念 GALA　12 月 12 日 ( 月 )　6pm-9pm　

At Harvard Club　Honoree: MUFG Bank, Ltd.
ご支援お願いいたします

定期クラス　生徒募集中！
火曜 1pm-4pm 書道クラス／金曜 1:15pm-3pm JAA コーラス

■ 11 月 11 日（金）10:30am-12pm「家族で楽しむ小林利子先
生の折り紙ワークショップ　脳トレ＆知育折り紙」誰でも無
料で参加できる

■ 13 日（日）9:30am-11:00am オンライン NY シルバー会「在
宅訪問看護師弓削容子さんと一緒に健康から介護まで情報交
換しましょう！」参加希望者は JAA まで要予約

■ 14 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さんが
ヘアカットを行う。要予約

■ 17 日（木）10am-12pm 「三木克己弁護士の米国移民法の電
話無料相談室」相談希望者は要予約。各 15 分。

■ 17 日（木）「11 月敬老会」11:30am-2pm：BentOn のお弁当。
会場の収容人数の関係上 11:30am-12:30pm&1pm-2pm に分
けて各 30 人。参加費：$5、敬老会参加とランチデリバリー・
ピックアップ予約はお早めに！ 12:30pm に 11 月のお誕生会

■ 18 日（金）8pm-9pm JAA Women in Business Group 主催 
Webinar 企画 「ジャーナリスト津山恵子さんによる“まれに
みる米国の中間選挙　バイデン vs トランプの構造が続く”」
講演会。参加費 $15　申込方法などは後日

■ 24 日（木）感謝祭にて JAA はお休み
■ 12 月 1 日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝

川玲子弁護士の遺言・事前指示の書類についての電話無料相
談 - Will, Health Care Proxy,Living Wills, Power of Attorney」
各 30 分。要予約。

■ 12 月 7 日（水）6:30 pm-「理事会と選挙総会」2023 年度の
ニューヨーク日系人会 /JAA の役員・理事を選出する。総会
の案内と委任状は 11 月中旬に郵送。総会へ出席出来ない方
は委任状を選挙総会日（12 月 7 日 5pm）までに事務局まで
提出してください。

●メディケアプランの変更期間は 10 月 15 日から 12 月 7 日ま
で。相談したい方は JAA へご連絡ください！メディケアの
専門の方を紹介します。無料。

＊＊＊＊コミュニティー情報＊＊＊
11 月 19 日（土）3pm 〜（開場 2:30pm）at the Church of the 

Holy Trinity, 316 East 88th St.「the New York Mixed Chorus
定期演奏会」JAA に 10 枚の招待券が届いている。希望者は
ご連絡ください。ワクチン接種証明とマスク着用が必要。

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

米
国
40
支
部
、
日
本
国
内
30

支
部
を
含
め
、
世
界
１
２
０
支

部
で
空
手
の
普
及
を
続
け
る
世

界
誠
道
空
手
道
連
盟
︵
中
村
忠

会
長
、
彰
二
代
目
︶
の
第
46
回

年
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
が
10

月
22
日
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
郡
タ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
ハ
ッ
ク

リ
ー
ス
ク
ー
ル
体
育
館
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
３
年
ぶ

り
の
大
会
に
海
外
か
ら
南
ア
フ

リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
カ
ナ
ダ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、

国
内
支
部
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
イ
リ
ノ
イ

州
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
、
コ
ネ

テ
ィ
カ
ッ
ト
州
、
バ
ー
モ
ン
ト

州
、
フ
ロ
リ
ダ
州
か
ら
子
供

１
０
０
人
、
大
人
の
部
２
０
０

人
余
り
が
競
技
に
参
加
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
大
会
だ
け
に
、型
、

組
手
、
試
合
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技

が
行
わ
れ
参
加
者
一
同
絆
を
深

め
る
大
会
と
な
っ
た
。

　

中
村
会
長
は
、
故
大
山
倍
達

の
元
に
１
９
５
３
年
に
空
手
を

始
め
、
極
真
会
に
て
最
年
少
の

黒
帯
に
輝
く
。
61
年
に
は
19
歳

で
全
日
本
学
生
空
手
選
手
権
デ

ビ
ュ
ー
し
勝
利
。
そ
の
後
極
真

会
本
部
の
正
師
範
代
を
務
め
た

後
、
空
手
の
精
神
を
伝
承
す
る

人
物
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

派
遣
さ
れ
、
76
年
に
世
界
誠
道

空
手
道
連
盟
誠
道
塾
を
創
設
。

以
後
、
46
年
に
わ
た
り
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
則
っ
て
、
性

別
や
年
齢
を
問
わ
ず
世
界
中

の
多
く
の
人
々
に
誠
道
塾
空

手
を
教
え
て
い
る
。︵Photo:　

D
ebra P

. H
ershkow

itz

︶

誠
道
塾
空
手

第
46
回
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

　

全
米
移
民
の
日
を
記
念
し
て

10
月
23
日
夕
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
チ
ェ
ル
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
23

年
度
ミ
ス
移
民
Ｕ
Ｓ
Ａ
大
会
が

開
か
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊

に
在
住
す
る
66
人
の
応
募
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
16
人
が
今
年
度

の
ミ
ス
Ｎ
Ｙ
移
民
を
競
っ
た
。

容
姿
だ
け
は
な
く
、
移
民
と
し

て
ど
の
よ
う
に
米
国
で
生
き
て

き
た
か
を
ス
ピ
ー
チ
し
て
会
場

の
審
査
員
が
投
票
し
た
。
優
勝

は
唯
一
の
ア
ジ
ア
系
候
補
と
し

て
最
終
選
考
に
残
っ
た
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
の
移
民
の
ラ
ナ
・
チ
ュ

ウ
さ
ん
︵
31
︶
が
栄
冠
に
輝
い

た
。
ア
ジ
ア
系
に
対
す
る
犯
罪

の
増
加
に
対
す
る
警
察
の
取
り

組
み
な
ど
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
。
来
賓
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
総
領
事
館
の
遠
藤
彰

首
席
領
事
が
多
様
性
あ
る
移
民

の
活
力
が
Ｎ
Ｙ
を
支
え
て
い
る

と
挨
拶
し
、
ア
ジ
ア
系
の
中
の

日
本
の
存
在
感
を
示
し
た
。

ミ
ス
移
民
２
０
２
３

大
会
で
ベ
ト
ナ
ム
系

チ
ュ
ウ
さ
ん
栄
冠

　

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

10
月
23
日
に
ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス

ト
サ
イ
ド
の
コ
リ
ア
ー
ズ
・
フ

ッ
ク
・
パ
ー
ク
で
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
受

け
て
日
本
文
化
紹
介
イ
ベ
ン
ト

﹁
マ
ツ
リ
Ｎ
Ｙ
フ
ォ
ー
ル
イ
ベ

ン
ト
﹂
を
開
催
し
た
。
生
憎
の

小
雨
模
様
の
天
気
の
中
、
け
ん

玉
、
折
り
紙
、
習
字
、
フ
ェ
イ

ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
着
物
の

着
付
け
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

の
テ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
、
地
域

の
住
民
た
ち
が
訪
れ
て
日
本
の

文
化
を
体
験
し
て
楽
し
ん
だ
。

ゆ
ず
の
津
軽
三
味
線
、
侍
ソ
ー

ド
ソ
ウ
ル
の
殺
陣
、
太
鼓
マ
サ

ラ
の
太
鼓
演
奏
、
運
よ
く
雨
が

上
が
っ
て
民
舞
座
の
踊
り
と
続

き
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員
で
輪

に
な
っ
て
盆
踊
り
を
踊
っ
た
。

　

今
年
民
舞
座
の
結
成
30
周
年

を
機
に
デ
イ
レ
ク
タ
ー
を
創
設

者
鈴
木
百
さ
ん
の
息
子
ケ
ビ
ン

さ
ん
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
。
来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
30

周
年
記
念
公
演
で
は
、
岩
手
県

の
鬼
剣
舞
を
Ｎ
Ｙ
に
招
致
し
た

い
と
準
備
を
進
め
て
て
い
る
と

い
う
。︵Photo:W

ill O
liver)

秋祭り雨上がって盆踊り

http://ariyoshiny.com
https://aantcinc.com/
https://japanvillage.com/
http://villagewellusa.com
https://www.hondag.com
https://www.sakagura.com/eastvillage
tel:2019438003
tel:212-840-6942
mailto:info@jaany.org
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （８）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
︵
以

下
カ
ー
ド
︶
が
日
本
国
内
で
保

険
証
と
一
体
化
さ
れ
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
る
中
﹁
海
外
に
住
む

日
本
人
は
ど
う
や
っ
て
カ
ー
ド

を
取
得
で
き
る
の
か
﹂
と
の
質

問
を
頂
き
ま
し
た
。　

　

結
論
は
、
保
険
証
と
の
一
体

化
に
先
立
ち
２
０
２
４
年
5
月

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。
こ
れ
は

２
０
１
９
年
5
月
に
公
布
さ
れ

た
通
称
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
で
決

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
法

律
は
、
現
在
は
カ
ー
ド
は
、
海

外
に
転
出
し
住
民
票
が
消
除
す

る
際
に
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
を
、
海
外
転
出
後
も

消
除
さ
れ
な
い
住
民
基
本
台
帳

の
戸
籍
の
付
票(

※
︶
を
個
人

認
証
の
基
盤
と
す
る
よ
う
に
改

正
し
て
海
外
で
の
カ
ー
ド
の
利

用
を
可
能
に
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
海
外
在
留
邦

人
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
本
人
確

認
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
法

律
改
正
の
背
景
説
明
と
し
て
、

住
民
基
本
台
帳
法
制
定
時
の

１
９
６
７
年
の
約
４
倍
の
日
本

人
の
海
外
出
国
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
に
よ
る
官
民
の
オ
ン
ラ

イ
ン
手
続
の
多
様
化
、
国
外
転

出
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

確
実
な
本
人
確
認
の
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
、
将
来
的
に
は
在
外
投

票
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

投
票
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。　

　

国
会
で
平
将
明
衆
議
院
議
員

が
、
現
行
法
で
は
、
カ
ー
ド
の

変
更
や
交
付
期
限
が
切
れ
る

と
、
そ
の
都
度
帰
国
し
て
市
役

所
等
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
﹁
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
で

す
ね
﹂と
質
問
し
た
の
に
対
し
、

平
井
卓
也
デ
ジ
タ
ル
大
臣
は

﹁
こ
れ
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
絶

対
に
そ
う
い
う
こ
と
な
く
、
何

ら
か
の
方
法
を
講
じ
る
と
い
う

こ
と
は
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂
と
答

弁
し
ま
し
た
。今
政
府
内
で
は
、

帰
国
し
な
い
で
在
外
公
館
で
対

応
で
き
る
改
正
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
議
員
が
、
海
外
日
本
人
に

カ
ー
ド
を
交
付
す
る
意
味
は
、

こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
在
外
ネ

ッ
ト
投
票
を
可
能
に
す
る
こ
と

に
あ
る
、
と
指
摘
し
た
の
に
対

し
、
総
務
省
は
ネ
ッ
ト
投
票
に

よ
る
利
便
性
向
上
と
、
シ
ス
テ

ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
の

両
方
を
考
慮
し
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
導
入
し
て
い
け
る
よ

う
、
着
実
に
検
討
を
進
め
る
、

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

衆
・
参
両
院
の
選
挙
と
も

２
０
２
５
年
が
予
想
さ
れ
、
そ

の
1
年
前
に
海
外
日
本
人
が
カ

ー
ド
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
在

外
ネ
ッ
ト
投
票
導
入
の
環
境
が

整
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。他
方
、

カ
ー
ド
が
義
務
化
さ
れ
て
も
保

険
証
は
廃
止
し
な
い
、
と
岸
田

首
相
の
方
針
が
変
わ
る
な
ど
混

乱
し
て
い
ま
す
。
正
念
場
を
迎

え
る
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
の
国
会

審
議
を
前
に
、
カ
ー
ド
拡
大
政

策
の
混
乱
が
そ
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
︵
Ｐ
Ｏ
Ｗ
︶
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
︵
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
︶
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

◇

︵
※
︶
戸
籍
の
附
票　

新
し
く

戸
籍
を
作
っ
た
︵
本
籍
を
定
め

た
︶
時
以
降
の
住
民
票
の
移
り

変
わ
り
を
記
録
し
た
も
の
で
、

戸
籍
簿
と
セ
ッ
ト
で
本
籍
地
の

市
区
町
村
で
管
理
し
て
い
る
。

こ
の
戸
籍
の
附
票
を
写
し
た
も

の
を
証
明
書
と
し
て
使
う
が
、

戸
籍
全
部
事
項
証
明
書︵
謄
本
︶

な
ど
と
同
じ
く
、
本
籍
地
で
取

り
寄
せ
る
こ
と
が
可
能
。

海
外
在
留
邦
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

取
得
は
２
０
２
４
年
5
月

　

社
会
保
障
局
は
10
月
19
日
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ナ
ン
バ
ー
・
カ
ー
ド
の
申
請
書

類
の
性
別
欄
に
、
自
身
が
認
識

し
て
い
る
性
別
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。 

同
方
針
転
換
は
、
性
自

認
と
身
体
的
性
が
一
致
し
な
い

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
市
民

を
包
括
し
、
同
カ
ー
ド
申
請
手

続
き
の
負
担
を
低
減
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
同
カ
ー
ド
に

性
別
表
記
は
な
い
が
、
す
で
に

登
録
し
た
性
別
の
更
新
を
希
望

す
る
場
合
は
、
取
り
換
え
申
請

が
必
要
と
な
る
。
申
請
時
に
身

分
証
明
の
書
類
は
必
要
だ
が
、

性
別
を
証
明
す
る
医
療
お
よ
び

公
的
文
書
は
必
要
な
い
。
性
別

が
パ
ス
ポ
ー
ト
や
州
発
行
の
身

分
証
明
書
と
異
な
っ
て
い
て
も

問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。 

　

一
方
、
性
自
認
が
男
性
・
女

性
の
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
ら

な
い
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー
の
個
人

の
選
択
は
今
回
の
変
更
に
は
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、
同
局
は
﹁
将

来
的
に
枠
組
み
を
広
げ
、
シ
ス

テ
ム
更
新
を
図
る
可
能
性
は
あ

る
﹂
と
し
、
性
別
欄
に
﹁
Ｘ
﹂

選
択
の
導
入
を
前
向
き
に
検
討

す
る
と
伝
え
て
い
る
。
米
国
土

安
全
保
障
省
は
今
年
４
月
11

日
、
米
国
パ
ス
ポ
ー
ト
の
性
別

欄
に
﹁
Ｘ
﹂
の
選
択
を
加
え
た
。

Ｓ
Ｓ
カ
ー
ド
申
請

性
別
記
載
自
由

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ　

Ｎ
Ｙ
、
上

野
佐
有
会
頭
／
米
国
三
井
物

産
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
は
、
日

米
関
係
の
発
展
を
祝
う
第
38

回
年
次
晩
餐
会
を
７
日
︵
月
︶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヒ
ル
ト
ン
・

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
開
催
す
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
﹁M

oving 
T

ow
ards the F

u
tu

re

﹂
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る

私
た
ち
の
働
き
方
と
暮
ら
し
方

の
向
上
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
。
今
年
の
デ
ィ
ナ
ー
チ
ェ
ア

は
株
式
会
社
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

の
専
務
執
行
役
員 

米
州
副
担

当
の
新
家 

良
一
氏
。
共
同
チ

ェ
ア
は
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
会
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
ポ
ー
ル
・
ノ
ッ
プ
氏
。

　

日
米
お
よ
び
世
界
の
友
好

と
理
解
に
貢
献
し
た
個
人
を

た
た
え
る
日
米
特
別
功
労

賞
︵E

agle on the W
orld 

A
w

ard

︶﹂
は
、
米
日
カ
ウ
ン

シ
ル
の
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ

る
ス
ザ
ン
ヌ
・
バ
サ
ラ
氏
と

２
０
２
１
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
し
た
真
鍋
淑
郎
氏

に
授
与
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
故
ノ
ー
マ
ン
・
ミ
ネ

タ
氏
︵
第
14
代
米
国
運
輸
長

官
︶
と
故
安
倍
晋
三
氏
︵
元

日
本
国
内
閣
総
理
大
臣
︶
の

功
績
を
た
た
え
る
﹁
特
別
顕

彰
︵C

o
m

m
em

o
ra

tiv
e 

A
w

ard

︶﹂
も
贈
呈
さ
れ
る
。

今
年
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
グ
ル

ー
プ
の
創
設
者
で
あ
り
社
長
の

イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
氏
が
基
調

講
演
を
行
う
。

Ｎ
Ｙ
日
商
が
年
次
晩
さ
ん
会

第
38
回
目
を
7
日
に
開
催

ア
ワ
ー
ド
を
望
月
理
事
長
︵
右
︶
か
ら
受
け
る
加
納
さ
ん

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
は
10
月
27
日

夜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
で
第
41
回
年

次
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
デ
ィ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

加
野
景
子
さ
ん
の
生
演
奏
の
あ

と
望
月
良
子
理
事
長
の
開
会
の

挨
拶
に
続
き
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
の
森
美
樹
夫
大
使
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

﹁
日
系
社
会
の
駆
け
込
み
寺
﹂

と
し
て
１
９
８
１
年
に
創
設
さ

れ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
、
言
語
や

文
化
、
社
会
制
度
の
違
い
に
よ

っ
て
生
じ
る
問
題
を
抱
え
る
人

に
無
償
で
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
利
用

者
の
９
割
以
上
が
日
本
語
を
母

国
語
と
す
る
高
齢
者
と
な
っ
て

お
り
、
日
系
企
業
や
個
人
の
支

援
と
寄
付
で
財
源
を
賄
っ
て
い

る
日
系
最
大
の
福
祉
団
体
だ
。

　

困
っ
た
時
の
な
ん
で
も
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
は
２
０
２
２

年
度
シ
ニ
ア
を
含
め
て
９
７
３

人
が
利
用
、
６
４
８
０
回
の
連

絡
を
行
っ
た
。
シ
ニ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
同
３
３
８
人
に

支
援
を
す
る
た
め
の
連
絡
を

２
３
７
３
回
行
っ
て
い
る
。
当

日
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
友
の
会
ア
ワ

ー
ド
が
ア
ジ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ

ン
・
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
リ
ー
ダ
ー

ア
ワ
ー
ド
が
米
国
日
本
人
医
師

会
事
務
局
長
で
米
国
野
口
英
世

の
墓
を
守
る
会
の
事
務
局
長
を

務
め
る
加
納
良
雄
氏
に
贈
ら
れ

た
。

日
系
社
会
の
駆
け
込
み
寺

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
が
年
次
晩
さ
ん
会

加
納
さ
ん
を
表
彰

米
中
間
選
挙
を
解
説

津
山
恵
子
さ
ん
18
日
に

　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ビ
ジ
ネ
ス
ウ

ー
マ
ン
の
会
︵
Ｊ
Ｗ
Ｂ
︶
主
催

の
﹁
ま
れ
な
る
ア
メ
リ
カ
中
間

選
挙
ー
バ
イ
デ
ン
vs
ト
ラ
ン
プ

の
構
造
が
続
く
﹂
と
題
し
た
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
講
演
会
が
、
11
月
18

日
︵
金
︶
午
後
８
時
か
ら
開
催

さ
れ
る
。

　

11
月
８
日
に
迎
え
る
ア
メ
リ

カ
中
間
選
挙
の
結
果
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
向

か
う
方
向
や
２
０
２
４
年
大
統

領
選
挙
の
行
方
な
ど
を
、
元
共

同
通
信
記
者
で
米
大
統
領
選
挙

を
追
う
Ｎ
Ｙ
在
住
国
際
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
津
山
恵
子
さ
ん
が

分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

　

参
加
費
は
15
ド
ル
。
イ
ベ
ン

ト
終
了
後
、
再
生
視
聴
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
配
信
。
当
日
参
加
で
き
な

い
場
合
も
後
か
ら
視
聴
で
き

る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルevent@
jw

b-ny.org

ま

で
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
ev

en
tb

rite.com
/e/v

s-
tickets-430048756407

を

参
照
す
る
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
航
空
︵
本
社
：

ダ
ラ
ス
︶
は
10
月
20
日
、
株
主

向
け
に
開
催
し
た
業
績
報
告

で
、
国
際
線
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
を
廃
止
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク

ラ
ス
シ
ー
ト
に
置
き
換
え
る
と

発
表
し
た
。
チ
ー
フ
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
バ
ス

ー
・
ラ
ジ
ャ
氏
は
そ
の
理
由
を

﹁
顧
客
が
購
入
し
な
い
か
ら
だ
﹂

と
述
べ
た
。
ま
た
﹁
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ス
の
質
が
改
善
し
好
評
を

得
て
い
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
さ
ら

に
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
シ
ー
ト
を

多
く
提
供
で
き
る
﹂
と
し
た
。

同
社
は
９
月
下
旬
、
ス
ラ
イ
ド

式
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ド
ア
と
フ

ル
フ
ラ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
備
え
た

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ト
﹁
フ

ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
・
ス
イ
ー
ト
﹂

を
２
０
２
４
年
か
ら
ボ
ー
イ
ン

グ
７
８
７-

９
な
ど
へ
の
導
入

を
開
始
す
る
。

　

今
年
５
月
に
行
わ
れ
た
日
本

パ
レ
ー
ド
の
第
２
回
目
と
な
る

イ
ベ
ン
ト
﹁
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
﹂
と
﹁
ジ
ャ
パ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ェ
ア
﹂
が
来
年
５
月
13
日

︵
土
︶
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
た
。
今
年
の
パ
レ
ー
ド

に
は
85
組
約
２
４
０
０
人
が
参

加
。
踊
り
や
武
道
、
着
物
な
ど

日
本
文
化
の
団
体
か
ら
、
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、

ア
ン
チ
ア
ジ
ア
ン
ヘ
イ
ト
関
連

団
体
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
参
加

者
が
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ

ス
ト
を
練
り
歩
い
た
。
神
輿
3

基
が
祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
、
日
本
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

﹁
美
少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー

ン
﹂
に
は
、
沿
道
に
詰
め
か
け

た
2
万
人
超
の
観
衆
が
大
き
な

声
援
を
送
っ
た
。
69
丁
目
で
同

時
開
催
さ
れ
た
﹁
ジ
ャ
パ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
﹂
で
は
和
食

や
お
茶
の
屋
台
に
長
蛇
が
で
き

る
盛
況
だ
っ
た
。 

　

来
年
開
催
予
定
の
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
は
、
ジ
ャ
パ
ン
デ

ー
・
イ
ン
ク
︵
現
名
誉
会
長
・

森
美
樹
夫 

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
・
大
使
、
現
会

長
・
魚
返
大
輔 

ト
ウ
キ
ョ
ウ
・

マ
リ
ン
・
ア
メ
リ
カ
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
︶
の
主
催
。
同
団
体
は
、

日
米
交
流
、
Ｎ
Ｙ
へ
の
感
謝
の

表
意
、
日
系
社
会
の
連
帯
強
化

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
07
年
か

ら
﹁
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
＠
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
﹂
を
開
催
し
て
き

た
。
現
在
協
賛
・
寄
付
な
ど
支

援
を
募
っ
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルparade@

gorgeousentertainm
ent.

com

ま
で
。

（写真： AP Photo）

ジャパン・パレード

2 回目の開催を決定

ファースト・クラス
止めます

アメリカン航空

今年開催されたジャパン・パレード

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
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在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
10
月
24
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
の
地
下
鉄
に
お
け

る
突
き
落
と
し
事
件
に
関
す
る

注
意
喚
起
を
メ
ー
ル
配
信
し

た
。
報
道
に
よ
る
と
最
近
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
地
下
鉄
駅

の
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
利
用
客

が
線
路
に
突
き
落
と
さ
れ
る
事

件
が
立
て
続
け
に
発
生
し
て
い

る
。
関
連
事
件
は
次
の
通
り
。

●
10
月
15
日
午
前
11
時
50
分
こ

ろ
、
東
１
４
９
丁
目
と
サ
ウ

ス
ブ
ル
バ
ー
ド
駅
︵
６
番
線
、

ブ
ロ
ン
ク
ス
区
︶、
被
害
男
性

︵
26
歳
︶
が
男
に
線
路
へ
突
き

落
と
さ
れ
負
傷
、犯
人
は
逮
捕
。

●
同
月
17
日
午
後
４
時
45
分

こ
ろ
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ
イ
ツ
・

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー

駅
︵
ク
イ
ー
ン
ズ
区
︶、
被
害

男
性
︵
48
歳
︶
が
男
と
口
論
の

末
、
ホ
ー
ム
へ
入
っ
て
き
た
電

車
に
向
か
っ
て
突
き
飛
ば
さ
れ

死
亡
、
犯
人
は
逮
捕
。

●
同
月
21
日
午
後
２
時
40
分
こ

ろ
、
マ
ー
ト
ル 

・
ワ
イ
コ
フ
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
ス
駅
︵
Ｌ
線
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
と
ク
イ
ー
ン
ズ
区

の
境
︶、
被
害
男
性
︵
32
歳
︶

が
男
に
線
路
へ
突
き
落
と
さ
れ

負
傷
、
犯
人
は
逃
走
中
。

　

在
留
邦
人
は
被
害
を
避
け
る

た
め
次
の
点
に
留
意
し
、
家
族

や
身
近
な
人
と
も
共
有
の
上
、

必
要
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

︵
１
︶
駅
の
ホ
ー
ム
で
は
、
イ

ヤ
ホ
ン
を
外
し
、
携
帯
電
話
に

集
中
し
な
い
。
時
間
つ
ぶ
し
に

携
帯
電
話
を
操
作
し
な
い
。
必

要
な
連
絡
を
す
る
場
合
は
常
に

背
後
の
安
全
を
意
識
す
る
。

︵
２
︶
駅
職
員
の
有
無
を
確
認

し
、
職
員
の
近
く
で
電
車
を
待

つ
。

︵
３
︶
利
用
客
の
様
子
な
ど
周

囲
の
状
況
に
十
分
注
意
を
払

い
、
挙
動
不
審
な
行
動
を
す
る

者
が
い
た
ら
直
ぐ
に
場
所
を
移

動
す
る
。

︵
４
︶
電
車
を
待
つ
間
は
ホ
ー

ム
の
壁
な
ど
を
背
に
し
て
立

つ
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
情
報
を
参
考
に
す

る
。
地
下
鉄
な
ど
に
関
す
る

安
全
対
策
︵https://w

w
w

.
n

y
.u

s.em
b-japan

.go.jp/
jp/j5/050-subw

ay.htm
l

︶

地
下
鉄
突
き
落
と
し
相
次
ぐ

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
が
注
意
呼
び
か
け

司法試験に合格しました
小
室
さ
ん
晴
れ
て
弁
護
士
へ

顔
写
真
も
公
開
し
新
た
な
ス
テ
ッ
プ

1 年前に JFK 国際空港に到着した小室さん夫妻

　

秋
篠
宮
家
の
長
女
・
眞
子
さ

ん
と
昨
年
結
婚
し
た
小
室
圭
さ

ん
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
司
法
試

験
に
３
度
目
の
挑
戦
で
合
格
を

手
に
し
た
。
今
回
受
験
し
た
試

験
に
は
９
６
０
９
人
が
受
験

し
、
合
格
率
は
66
％
で
、
小
室

さ
ん
の
よ
う
な
再
受
験
で
の
合

格
率
は
23
％
だ
っ
た
。
今
後
は

弁
護
士
登
録
の
申
請
書
を
提
出

し
て
面
接
を
受
け
、
新
規
登
録

者
が
全
員
出
席
す
る
宣
誓
式
で

晴
れ
て
弁
護
士
と
し
て
ス
タ
ー

ト
を
き
る
こ
と
に
な
る
。
正
式

に
弁
護
士
の
肩
書
が
つ
く
の

は
、
半
年
ほ
ど
先
に
な
る
見
込

み
だ
。

　

発
表
の
数
日
前
に
、
小
室
さ

ん
が
勤
務
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
の
弁
護
士
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
、
最
初
は
顔
写
真
な
し
の

空
白
状
態
だ
っ
た
の
が
ラ
フ
な

シ
ャ
ツ
姿
と
な
り
、
今
回
は
パ

リ
と
し
た
ス
ー
ツ
姿
で
笑
顔
の

小
室
さ
ん
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

た
＝
写
真
上
＝
。
現
在
の
肩
書

は
法
務
助
手
と
な
っ
て
い
る
。

　

合
格
直
後
、
小
室
さ
ん
が
日

本
で
パ
ラ
リ
ー
ガ
ル
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
弁
護
士
事
務
所
に

合
格
の
一
報
を
本
人
が
入
れ
て

い
る
。
日
本
側
の
各
種
報
道
に

よ
る
と
そ
の
際
に
﹁
今
回
は
合

格
し
ま
し
た
。
弁
護
士
の
仲
間

入
り
が
で
き
て
本
当
に
嬉
し
い

で
す
。
今
回
合
格
で
き
た
の
も

先
生
の
お
か
げ
で
す
。今
後
は
、

弁
護
士
と
し
て
研
鑽
を
積
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
﹂
と
お

礼
を
述
べ
た
と
い
う
。

　

同
じ
く
日
本
で
の
報
道
で

は
、
宮
内
庁
関
係
者
の
話
と
し

て
秋
篠
宮
ご
夫
妻
に
つ
い
て

﹁
ほ
っ
と
さ
れ
て
い
る
と
思
う
﹂

と
話
し
て
い
た
と
い
う
。

　

海
外
の
論
調
と
し
て
は
、
故

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
御
曹
司
Ｊ

Ｆ
Ｋ
ジ
ュ
ニ
ア
も
３
度
目
の
挑

戦
で
合
格
を
手
に
し
た
例
を
挙

げ
て
﹁T

hird tim
e lucky!

﹂

︵
三
度
目
の
正
直
︶
で
﹁
こ
れ

ま
で
批
判
し
て
き
た
中
傷
者
へ

一
矢
を
報
い
た
﹂︵
英
紙
デ
イ

リ
ー
メ
ー
ル
︶
や
﹁
合
格
し
た

こ
と
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
生

活
が
グ
ッ
と
向
上
す
る
だ
ろ

う
﹂︵
Ａ
Ｐ
通
信
︶
な
ど
の
合

格
を
祝
福
す
る
論
調
と
な
っ
て

い
る
。

　

今
回
の
合
格
発
表
は
、
23
日

に
31
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
眞

子
さ
ん
に
と
っ
て
は
最
高
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
な
っ
た
は
ず
。
26

日
は
初
め
て
の
結
婚
記
念
日
で

も
あ
っ
た
。
11
月
14
日
で
、
小

室
夫
妻
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到

着
し
て
１
年
を
迎
え
る
が
、
こ

の
間
、
眞
子
さ
ん
は
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
で
日
本
古
美
術

の
リ
サ
ー
チ
を
し
て
展
示
作
品

の
解
説
文
を
書
く
な
ど
、
日
本

で
博
物
館
学
を
学
ん
だ
経
験
を

生
か
し
て
社
会
と
の
接
点
を
持

っ
て
い
る
。
小
室
さ
ん
の
司
法

試
験
合
格
で
、
２
人
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
生
活
も
新
た
な
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。

　
生
活
の
不
安
材
料
は
治
安
　

　

今
後
の
生
活
で
の
不
安
材
料

は
治
安
。
小
室
夫
妻
が
住
む
ウ

エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
ヘ
ル
ズ
キ
ッ

チ
ン
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
は
、

新
し
い
ビ
ル
も
建
ち
は
じ
め
て

安
全
に
な
っ
て
き
て
は
い
る

が
、
銃
規
制
が
再
開
し
た
ヘ
ル

ズ
キ
ッ
チ
ン
に
あ
り
な
が
ら
自

宅
の
通
り
が
指
定
区
域
か
ら
外

れ
て
い
る
た
め
銃
規
制
が
緩
い

こ
と
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警︵
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ)

が
発
表
し
た
今
年
上

半
期
の
犯
罪
統
計
に
よ
る
と
ア

ジ
ア
系
へ
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

︵
増
悪
犯
罪
︶
数
は
30
件
で
、

増
悪
犯
罪
全
体
１
２
３
件
の
24

％
を
占
め
た
。
強
盗
や
押
し
入

り
が
30
％
以
上
増
加
し
た
。
交

通
機
関
で
の
犯
罪
も
昨
年
８
月

の
１
４
９
件
か
ら
１
７
８
件
に

約
20
％
増
加
。
憎
悪
犯
罪
も
昨

年
同
月
の
39
件
か
ら
55
件
へ
と

41
％
増
加
。
依
然
と
し
て
治
安

は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

NYPD が公開したつき落とし犯人の写真

http://kkobo.com/
http://myriverside.net/home
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://www.maxjob.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
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Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

118

 　
﹁
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん
、

前
に
株
式
は
持
分
や
支
配
力
で

評
価
方
法
を
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
ど

う
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ
？
﹂﹁
連

結
子
会
社
以
外
で
重
要
な
影
響

を
与
え
る
場
合
に
は
、
持
分
法

を
用
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
に
は
、
損
益
は

投
資
先
会
社
の
損
益
の
持
分
部

分
を
計
上
し
、
配
当
は
持
分
の

︵
通
称
譲
謙
︶
は
答
え
た
。

　

﹁
そ
れ
は
20
％
以
上
で
50
％

以
下
の
株
式
会
社
の
場
合
や

Ｌ
Ｌ
Ｃ
で
３
％
か
ら
6
％
以

上
の
場
合
じ
ゃ
な
﹂
﹁
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
下
の
持

分
証
券
は
時
価
評
価
に
な
り
ま

す
。
時
価
評
価
の
場
合
に
は
、

時
価
の
増
減
を
損
益
と
し
て
計

上
す
る
と
と
も
に
、
配
当
は
収

益
と
し
て
認
識
し
ま
す
。
持
分

法
と
時
価
評
価
は
全
く
異
な
る

目
的
で
行
わ
れ
、
会
計
処
理
も

異
な
る
の
で
、
同
時
に
適
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
﹂﹁
そ

う
す
る
と
20
％
以
上
50
％
以
下

の
株
式
会
社
や
３
％
〜
６
％
以

上
の
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
時
価
評
価
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
﹂

﹁
い
え
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Fair V
alue O

ption

︵
Ｆ
Ｖ

Ｏ
︶
と
い
う
選
択
を
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
上
記
の

よ
う
な
状
況
で
も
持
分
法
を
適

用
せ
ず
時
価
評
価
が
適
用
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
﹂　

マ
イ
ナ
ス
計
上
に
な
り
ま
す
﹂

会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢

謙
吉
、
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、

﹁
そ
う
か
、
先
ほ
ど
と
同
様
に

持
分
法
と
Ｆ
Ｖ
Ｏ
の
両
方
を
同

時
に
適
用
は
不
可
能
じ
ゃ
な
。

そ
こ
で
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
適

用
す
る
の
じ
ゃ
？
﹂﹁
①
最
初

の
損
益
認
識
で
適
用
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
②
確
固
た
る

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
あ
る
場
合

で
す
。
③
特
別
な
会
計
処
理
が

存
在
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
例

え
ば
、
連
結
か
ら
外
れ
た
時
や

持
分
法
を
適
用
し
な
く
な
っ
た

時
な
ど
で
す
。
④
別
の
事
業
体

へ
の
投
資
の
会
計
処
理
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き
⑤
公
正
価
値
で

測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

象
が
発
生
し
た
と
き
で
す
﹂

　

﹁
そ
れ
じ
ゃ
、
逆
に
で
き
な

い
場
合
は
あ
る
の
か
﹂﹁
①
連

結
さ
れ
る
子
会
社
や
変
動
持
分

会
社
へ
の
投
資
で
す
。
②
預
金

債
務
、
③
リ
ー
ス
契
約
で
認
識

さ
れ
た
金
融
資
産
や
金
融
リ
ー

ス
、
④
株
主
資
本
と
し
て
分
類

さ
れ
て
い
る
金
融
資
産
、
⑤
ペ

ン
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
の
負
債
や

資
産
で
す
﹂﹁
適
用
す
る
際
の

注
意
点
は
何
じ
ゃ
﹂﹁
一
旦
採

用
し
た
Ｆ
Ｖ
Ｏ
は
変
更
が
で
き

ま
せ
ん
。
Ｆ
Ｖ
Ｏ
は
個
々
の
資

産
種
類
ご
と
に
適
用
し
ま
す
﹂

﹁
そ
れ
じ
ゃ
、
１
つ
の
30
年
物

の
Ｕ
Ｓ
国
債
に
Ｆ
Ｖ
Ｏ
を
適
用

し
て
、
別
の
同
じ
国
債
に
償
却

を
実
施
し
て
も
問
題
な
い
と
い

う
こ
と
か
？
﹂﹁
そ
の
通
り
で

す
。
し
か
し
、
20
％
〜
50
％
の

投
資
先
に
Ｆ
Ｖ
Ｏ
を
適
用
し
て

い
て
、
そ
の
投
資
先
に
貸
付
金

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
貸

付
金
に
も
Ｆ
Ｖ
Ｏ
を
適
用
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
﹂﹁
そ
れ

じ
ゃ
、
最
初
に
18
％
持
っ
て
い

て
追
加
で
7
％
を
購
入
し
て
25

％
に
な
っ
て
持
分
法
の
対
象
と

な
っ
た
と
き
に
持
分
法
で
は
な

く
て
Ｆ
Ｖ
Ｏ
を
適
用
で
き
る
と

い
う
こ
と
か
？
﹂﹁
は
い
そ
う

で
す
﹂﹁
そ
れ
じ
ゃ
、
60
％
の

連
結
対
象
会
社
の
持
分
20
％
を

売
却
し
て
40
％
に
な
っ
た
と
き

に
も
Ｆ
Ｖ
Ｏ
は
適
用
で
き
る
の

か
﹂﹁
は
い
、
で
き
ま
す
﹂﹁
そ

う
か
、
勉
強
に
な
っ
た
。
あ
り

が
と
う
﹂

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所

(www.saikos.com, info@
saikos.com)

：

齊
藤
幸
喜

株
式
の
評
価
方
法
を
決
め
る
時

F
a
ir V

a
lu

e
 O

p
tio

n

と
い
う
選
択

　

シ
ェ
ー
カ
ー
教
徒
の
デ
ザ
イ

ン
し
た
家
具
や
椅
子
は
、
モ
ダ

ン
デ
ザ
イ
ン
と
機
能
を
追
求
し

た
ス
タ
イ
ル
と
し
て
米
国
で
定

着
し
、
そ
の
シ
ン
プ
ル
な
表
現

は
日
本
の
工
芸
の
観
点
か
ら
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
18
世

紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
渡
米
し

た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
派

が
、
19
世
紀
に
は
拡
大
し
て
簡

素
な
家
具
や
建
築
、
衣
服
な
ど

を
作
っ
た
。
現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
北
郊
の
チ
ャ
タ
ム
の
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
に
シ
ェ
ー
カ
ー
博
物

館
を
建
設
す
る
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
２
０
０
９
年
以

来
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い

１
万
８
０
０
０
点
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
収
蔵
す
る
建
物
は
、
19

世
紀
初
期
の
赤
煉
瓦
の
建
物
に

近
代
的
な
ウ
イ
ン
グ
が
増
設
さ

れ
る
予
定
だ
。
15
日
午
後
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
パ
ー
ク
街
の
私

邸
で
計
画
の
お
披
露
目
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
レ
ー
シ
ー
・

シ
ュ
ッ
ツ
同
博
物
館
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
支
援

を
求
め
た
。
同
博
物
館
近
く
に

25
年
住
ん
だ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
サ
ム
・
フ
ィ
リ

ッ
プ
さ
ん
が
私
邸
を
開
放
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
た
。
当
日

は
フ
ィ
リ
ッ
プ
さ
ん
の
詩
の
朗

読
と
山
田
勲
氏
の
懐
石
料
理
で

約
25
人
の
招
待
客
が
も
て
な
し

を
受
け
た
。
詳
細
はw

w
w

.
shakerm

useum
.us

シ
ェ
ー
カ
ー
博
物
館

Ｎ
Ｙ
州
で
建
設
計
画

　

日
本
ク
ラ
ブ
、
米
国
日
本
人

医
師
会
︵
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
︶
共
催
の

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ

ー
﹁
小
児
集
中
治
療
〜
助
か
る

命
を
助
け
る
た
め
に
〜
﹂
が
、

11
月
21
日
︵
月
︶
午
後
７
時
か

ら
開
催
さ
れ
る
。
小
児
集
中
治

療
の
進
歩
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

助
け
ら
れ
な
か
っ
た
小
さ
な
命

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
進
歩
に

は
医
療
技
術
の
進
歩
以
外
に

も
、
医
療
の
集
約
化
、
現
場

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
医
療
の

Q
uality Im

provem
ent

と

均
一
化
の
努
力
、
そ
し
て
家
族

と
協
力
し
た
ケ
ア
の
改
善
な
ど

が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
今
後
は
生
命
予
後
だ
け
で

は
な
く
、
よ
りQ

uality of 
Life

の
改
善
を
目
標
と
し
た

医
療
の
改
善
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
と
な
る
。
講
師
は
、
西
崎
彰

医
師
。
１
９
９
５
年
名
古
屋
大

学
医
学
部
卒
業
。
横
須
賀
米
国

海
軍
病
院
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
経
て
２
０
０
０
年
よ
り
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
で
小
児
科
研
修
を

始
め
る
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
小
児
病
院
で
麻
酔
集

中
治
療
医
と
し
て
日
々
重
症
小

児
の
治
療
と
予
後
改
善
の
た
め

に
尽
く
し
て
い
る
。
現
在
日
本

小
児
科
専
門
医
、米
国
小
児
科
、

小
児
集
中
治
療
専
門
医
。
米
国

日
本
人
医
師
会
参
加
無
料
だ
が

要
登
録
。

　

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

nipponclub.org

を
参
照
。

小
児
集
中
治
療
を

西
崎
医
師
が
語
る
日本クラブ

JMSA

シ
ュ
ッ
ツ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

︵
右
︶
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
さ
ん

https://www.takenakapartners.com/
https://www.fivelightscenter.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://www.shakermuseum.us
http://www.shakermuseum.us
http://www.shakermuseum.us
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﹁
Ｎ
Ｆ
Ｌ
チ
ー
ム
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
定
﹂︵
下
︶ 

クイック USA

111

︵
８
︶
オ
ン
・
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
セ
ス
の
導
入

　

新
入
社
員
の
た
め
の
正
式
な

オ
ン
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
セ

ス
、
定
期
的
な
人
事
評
価
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
退
社
時
の
面
接
ま
た

は
報
告
手
順
を
設
定
。

︵
９
︶
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

チ
ー
ム
の
保
護

　

今
ま
で
は
保
護
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

チ
ー
ム
に
対
し
て
も
、
人
事
部

や
チ
ー
ム
が
保
持
し
て
い
る
情

報
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利
を
確

立
。

︵
10
︶
ポ
リ
シ
ー
の
定
期
的
な

レ
ビ
ュ
ー

　

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、

リ
ー
グ
事
務
局
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
た
外
部
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
雇
い
、
す
べ
て
の
ポ
リ
シ

ー
に
対
す
る
年
次
評
価
を
実

施
。

　

か
な
り
具
体
的
な
改
定
案
が

提
示
さ
れ
、
人
事
面
の
改
善
を

目
的
と
し
た
組
織
見
直
し
が
要

求
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

職
場
文
化
の
醸
成
を
行
う
上

で
、
核
と
な
る
問
題
解
決
を
行

う
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
長
年
培
わ
れ
て
い
る
文
化

︵
そ
れ
が
間
違
っ
て
い
る
場
合

は
特
に
︶
の
改
革
に
は
大
き
な

労
力
が
伴
う
。

　

問
題
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る

前
に
、
解
決
出
来
る
方
法
を
見

つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
回
コ
マ
ン
ダ
ー
ズ
に
提
示

さ
れ
た
10
の
改
定
案
を
全
て
一

気
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
実
施
で
き
る
こ

と
を
１
つ
ず
つ
見
直
し
を
し
て

い
く
こ
と
は
多
く
の
企
業
で
も

可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

榊
原
将
　

vHR Linqs, Inc. President

︶

www.919usa.com
︵
４
︶
定
期
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
研
修

　

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

多
様
性
と
受
容
、
お
よ
び
そ
の

他
の
職
場
行
動
に
関
す
る
研
修

を
全
従
業
員
を
対
象
に
定
期
的

に
実
施
。

︵
５
︶
職
場
の
多
様
化

　

組
織
全
体
、
特
に
意
思
決
定

の
権
限
を
持
つ
指
導
的
・
監
督

的
立
場
に
立
つ
女
性
や
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
人
員
を
増
や
す
計
画

の
策
定
。

︵
６
︶
明
確
な
権
限
系
統
の
確

立
　

明
確
な
組
織
構
造
と
幹
部
の

権
限
系
統
を
導
入
。

︵
７
︶
Ｈ
Ｒ
と
法
務
の
在
り
方

の
改
正

　

Ｈ
Ｒ
や
法
務
の
権
限
を
増

し
、
チ
ー
ム
内
の
高
位
ポ
ジ
シ

ョ
ン
か
ら
の
干
渉
を
受
け
ず
に

問
題
が
解
決
出
来
る
よ
う
な
体

制
を
整
え
る
。

　

日
本
航
空
︵
Ｊ
Ａ
Ｌ
︶
は
、

北
米
を
拠
点
に
す
る
世
界
最

大
の
エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
団
体

の
一
つ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
が
主
催
す

る
﹁
２
０
２
２
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
エ

キ
ス
ポ
﹂
に
て
、
昨
年
に
続

き
﹁
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
﹂
を
受

賞
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス

は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お

け
る
エ
ア
ラ
イ
ン
の
評
価
指
標

と
し
て
21
年
に
新
設
さ
れ
た

ア
ワ
ー
ド
。A
PE

X
 O

fficial 
A

irline R
atings ™

で 

﹁
５

ス
タ
ー
﹂
に
認
定
さ
れ
た
航
空

会
社
を
対
象
に
、
航
空
業
界
専

門
の
監
査
会
社
イ
ェ
イ
ツ
・
ア

ン
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
よ
る

﹁
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
﹂﹁
安
全
・

安
心
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
﹂

﹁
サ
ー
ビ
ス
品
質
﹂
の
３
つ
を

軸
と
し
た
厳
格
な
監
査
が
実
施

さ
れ
、
監
査
レ
ポ
ー
ト
と
乗
客

評
価
デ
ー
タ
を
第
三
者
機
関
で

あ
る
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ビ
ク
ト
リ

ア
大
学
の
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
教
授

が
総
合
的
に
分
析
。
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
運
営

委
員
会
が
厳
選
し
て
認
定
を
行

う
も
の
。
今
回
の
ワ
ー
ル
ド
ク

ラ
ス
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
ほ
か
、

エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
、
Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ

ラ
ン
ダ
航
空
、
カ
タ
ー
ル
航
空
、

サ
ウ
デ
ィ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

航
空
、
ト
ル
コ
航
空
、
厦
門
航

空
８
社
が
認
定
さ
れ
た
。

日
本
航
空
が
受
賞

持
続
、
サ
ー
ビ
ス
、
安
全
性

APEXワールドクラスに認定

　

日
本
国
内
４
５
０
店
舗
を
構

え
る
ア
イ
ウ
エ
ア
企
業
Ｊ
Ｉ
Ｎ

Ｓ
︵
本
社
東
京
都
千
代
田
区
︶

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

で
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店
︵
エ
リ
ザ

ベ
ス
通
り
２
４
７
番
地
︶
を
11

月
11
日
︵
金
︶
ま
で
開
催
し
て

い
る
。

　

同
社
は
す
で
に
西
海
岸
の
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
合
計
４
店
舗
を
展
開
し

て
い
る
が
、
業
容
拡
大
を
目
指

し
東
海
岸
へ
の
本
格
進
出
の
た

め
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
感
触
を
探

る
。
久
保
田
勝
美
常
務
執
行
役

員
は
﹁
ど
ん
な
人
に
も
合
う
メ

ガ
ネ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま
ず

は
ア
ジ
ア
の
人
の
顔
に
合
う
も

の
を
揃
え
て
い
る
﹂
と
い
う
。

日
本
の
定
番
商
品
で
あ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
ボ
ー
ル
ド
の
こ
の
秋
の

テ
ー
マ
カ
ラ
ー
を
日
本
と
同
時

に
発
表
し
て
い
る
。

　

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
メ
ガ
ネ
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
し
て

処
方
箋
情
報
を
入
れ
る
と
自
分

　

リ
タ
イ
ア
に
向
け
て
米
国
の

年
金
受
給
を
お
考
え
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？ 

リ
タ
イ
ア
後
に

受
け
取
る
米
国
年
金
は
、
米
国

で
の
税
務
報
告
を
10
年
以
上
し

た
場
合
に
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
Ｓ
Ｓ
Ａ
と
、
ご
自
身
で
個

人
年
金
口
座
を
作
っ
て
積
立
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

種

類

は401(K
)

、403(B
)

、

T
radition

al IR
A

、R
oth 

IR
A

、SE
P-IR

A

な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

︵
１
︶
Ｓ
Ｓ
Ａ
の
受
給
時
期
は

62
歳
か
ら
可
能
で
す
が
、
62
歳

年
金
受
給
と
税
務
報
告

3
で
リ
タ
イ
ア
を
し
て
受
給
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
受
給
は
25
％
減

額
さ
れ
ま
す
。
65
歳
で
リ
タ
イ

ア
し
、
67
歳
で
受
給
を
開
始
す

れ
ば
１
０
０
％
の
受
給
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
70
歳
で
リ
タ
イ

ア
を
す
れ
ば
そ
の
分
１
２
５
％

の
受
給
が
可
能
で
す
。

︵
２
︶
個
人
年
金
口
座
の
プ
ラ

ン
は
、
一
般
的
にM

inim
um

程
度
を
受
け
取
る
場
合
に
税
金

が
少
な
く
な
り
ま
す
。し
か
し
、

生
活
コ
ス
ト
が
多
い
場
合
は

M
inim

um

以
上
を
受
け
取

る
こ
と
も
可
能
で
す
。R

oth 
IR

A

は
、
将
来
年
金
を
受
け

取
る
際
に
は
税
金
が
か
か
ら
な

い
た
め
、
受
給
金
額
を
自
分
で

決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

利
子
が
高
い
と
こ
ろ
に
預
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

︵
３
︶M

edicare

は
Ｓ
Ｓ
Ａ

の
受
給
時
期
に
関
係
な
く
、
65

歳
に
な
る
３
か
月
前
に
申
請
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

ジ
ェ
ー
ム
ス 

・
ナ
ン 

米
国
会

計
士
Ａ
Ａ
＆
Ｔ
Ｃ

newcorp@
aantcinc.com

　

海
外
在
住
者
向
け
携
帯
電
話

サ
ー
ビ
ス
﹁H

anaC
ell

︵
ハ

ナ
セ
ル
︶﹂
は
、
今
年
で
15
周

年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
第
３
弾
と

し
て
、
11
月
30
日
︵
水
︶
ま
で

ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー
セ
ー
ル

を
開
催
中
。
一
時
帰
国
Ｓ
Ｉ
Ｍ

﹁
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
﹂

を
15
％
オ
フ
︵
通
常
39
ド
ル
の

販
売
価
格
が
33
ド
ル
と
な
る
︶

で
販
売
す
る
。

　

ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド

は
、
海
外
在
住
者
が
一
時
帰
国

中
に
日
本
の
携
帯
電
話
サ
ー
ビ

ス
︵
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
回
線
︶
を

使
っ
て
音
声
通
話
や
デ
ー
タ

通
信
が
行
え
る
。
日
本
の
携

帯
電
話
番
号
で
通
話
が
で
き

る
。
利
用
し
な
い
月
は
料
金

が
発
生
せ
ず
、
維
持
費
は
年

一
時
帰
国
Ｓ
Ｉ
Ｍ
15
％
オ
フ

ハ
ナ
セ
ル
15
周
年
記
念
特
売

間
８
ド
ル
の
み
︵
初
年
度
無

料
︶。
次
の
一
時
帰
国
で
も
同

じ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
を
使
う
こ
と

が
で
き
る
。
申
し
込
み
・
詳
細

はhttps://w
w

w
.hanacell.

com
/japan/

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　米社会は Pay Transparency（給与の透明化）に向かっていると言われます。
これまでは、日本でも米国でも、大抵の人は自分や他人の給料について話すのは
タブーと考えたでしょう。しかし最近の米国の若者たちは、給料の開示には、た

めらわないどころか、積極的に話題にするそうで、この傾向が社会を変えつつあります。
　Pay Transparency は、同種の仕事をする他人との比較において、給料が高いか低いかを教えま
す。それ自体大事な情報で、自分の給料の改定交渉に使うこともできるでしょう。また、透明化が
男女や人種間などの賃金差別を表面化させることもあります。ニューヨーク市は、今年の１１月以
降、採用広告にそのポジションの給料の範囲を明示させる規則をつくりました。これは、まさに性
別や人種などによる給料の不当差別を 抑える目的があるのです。
　もちろん、Pay Transparency は、経営サイドに新たな手間と試練を与えると、懸念を示す企業
人もいます。しかし、米国における透明化の潮流は、働く人々に仕事と対価に関する重要な情報を
示し、同時に企業に公正な給与制度を意識させるものとして、ますます高まると予想されています。

  （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Pay Transparency  
給与の透明化

 米 語
Watch

 【237】

に
合
っ
た
度
数
の
メ
ガ
ネ
に
調

整
し
て
宅
配
し
て
も
ら
え
る
。

最
近
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
の
実
店

舗
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

に
誘
導
す
る
形
と
な
っ
て
い

る
。
秋
冬
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
20

色
、
茶
系
、
黒
系
な
ど
セ
ル
フ

レ
ー
ム
か
ら
メ
タ
ル
フ
レ
ー
ム

な
ど
豊
富
に
揃
え
て
い
る
。
す

べ
て
標
準
レ
ン
ズ
込
み
の
値
段

で
１
４
０
ド
ル
。
全
米
各
地
に

2
週
間
以
内
に
配
送
し
て
く
れ

る
。https://us.jins.com

/

日本の眼鏡 NY に
アイウエアの JINS
SOHO にポップアップ店

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com
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高
品
質
で
適
正
価
格 

を
謳

い
文
句
に
米
国
で
注
文
ス
ー

ツK
A

SH
IY

A
M

A
ブ

ラ

ン

ド
を
販
売
す
る
オ
ン
ワ
ー
ド

Ｕ
Ｓ
Ａ
︵
本
社
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
村
上
潤
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

︶
が
10

月
20
日
、
マ
ジ
ソ
ン
街
の
旗

艦
店
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
︵
マ
ジ

ソ
ン
街
５
０
１
番
地
、
電
話

６
４
６
・
９
０
４
・
８
０
０
３
︶

の
お
披
露
目
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

メ
ン
ズ
は
、
通
常
の
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ー
ツ
と
、
肩
パ
ッ
ト
や
毛

芯
︵
キ
ャ
ン
バ
ス
︶
が
入
っ
て

い
な
い
家
庭
の
洗
濯
機
で
ま
る

洗
い
出
来
る
機
能
素
材
を
使
用

す
る
イ
ー
ジ
ー
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

の
2
種
類
が
あ
る
。
２
種
類
と

も
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
採
寸
し
た

上
で
、
顧
客
の
体
型
に
あ
っ
た

フ
ィ
ッ
ト
で
作
る
が
、
ス
ー
ツ

の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
調
整
個
所

が
異
な
る
。
イ
ー
ジ
ー
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
や
オ
フ
の

日
に
も
対
応
で
き
る
素
材
や
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
で
コ

ロ
ナ
後
か
ら
人
気
が
高
ま
っ
て

い
る
。 

　

価
格
は
、
メ
ン
ズ
、
レ
デ
ィ

ス
共
に
、
３
０
０
ド
ル
か
ら
だ

が
、
人
気
は
、
５
０
０
ド
ル
か

ら
７
０
０
ド
ル
く
ら
い
。 

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
路
面
店
は
、
旗

艦
店
と
し
て
、
メ
ン
ズ
ス
ー

ツ
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ス
ー
ツ
、
メ

ン
ズ
シ
ャ
ツ
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
と

全
て
の
ラ
イ
ン
を
取
り
揃
え
て

い
る
。
1
階
と
2
階
と
2
層
と

な
っ
て
お
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
場
所
で
採
寸
か
ら
生
地
や
デ

ザ
イ
ン
選
び
ま
で
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
村
上
Ｃ
Ｅ
Ｏ
＝
写
真

右
の
中
央
＝
は
﹁
こ
こ
は
旗
艦

店
な
の
で
、
全
て
の
ラ
イ
ン
が

揃
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
私
た

ち
の
世
界
観
を
発
信
し
て
い
き

た
い
﹂
と
抱
負
を
語
っ
た
。
営

業
時
間
は
火
曜
か
ら
土
曜
ま
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
。
日

曜
と
月
曜
は
定
休
。
事
前
の
予

約
を
。
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ほ
か
、
ボ
ス
ト
ン
、
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
に
４
店
舗
を
展
開
し
て
い

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

K
A

SH
IY

A
M

A
1927.com

 

KASHIYAMA
501 Madison Ave.

New York NY 10022
Tel 646-904-8003

イ
ー
ジ
ー
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
や
シ
ャ
ツ

女
性
用
ス
ー
ツ
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
も

KASHIYAMA 旗艦店
マジソン街にオープン

　

日
本
の
人
気
器
作
家
８
人
の

作
品
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
一

堂
に
集
め
た
展
示
販
売
会
が
10

月
27
、
28
の
両
日
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
﹁
Ｅ
Ｎ
﹂
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ブ
ラ
ッ
セ
リ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。
同
展
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
工
芸
キ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
手
が
け
る

﹁IR
O

H
A

　

N
Y

﹂
が
主
催
し

た
も
の
で
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
近
田
知
里
さ
ん
︵C

K
N

Y
 

Japan 

代
表 H

E
Y

V

代
表
︶

＝
写
真
左
＝
は
﹁
日
本
国
内
で

あ
れ
ば
予
約
待
ち
で
な
か
な
か

買
え
な
い
人
気
作
家
た
ち
の
什

器
を
集
め
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
に
紹
介
し
た
が
ど
れ
も
﹃
大

変
美
し
い
﹄と
大
好
評
で
し
た
﹂

と
い
う
。
ま
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
小
浪
良

子
さ
ん
＝
写
真
右
＝
は
﹁
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
知
人
か
ら
は
大
変
な

時
期
だ
け
に
自
国
文
化
を
大
切

に
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
こ
の

展
示
を
見
て
感
じ
た
と
い
う
感

想
も
あ
っ
た
﹂
そ
う
だ
。
今
回

の
展
示
を
通
じ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
高
級
寿
司
店
や
懐
石

の
日
本
料
理
店
な
ど
か
ら
早
速

受
注
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

参
加
作
家
は
、
川
上
真
子

︵
九
谷
焼
︶、
釋
永
岳
︵
陶
芸
︶、

田
井
将
博
︵
ガ
ラ
ス
︶、
中
里

博
恒
︵
磁
器
︶、
馬
場
光
二
郎

︵
磁
器
︶、
フ
ナ
ハ
シ 

ト
モ
ハ

ル
︵
木
工
︶、
村
上
圭
一
︵
木

工
︶
、
や
の
さ
ち
こ
︵
漆
芸
︶。

出
品
さ
れ
た
什
器
は
、
す
べ
て

米
国
で
は
未
発
表
・
未
発
売
の

作
品
ば
か
り
。
高
級
レ
ス
ト
ラ

ン
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
特
別

な
も
て
な
し
の
食
卓
に
も
彩
り

を
与
え
そ
う
な
器
だ
。
出
展
作

品
は
購
入
が
可
能
。
問
い
合

わ
せ
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

iroh
an

ew
y

ork
@

g
m

ail.
com

　

ま
で
。

和の美で彩るＮＹ器展
高級レストランが購入

　

自
然
由
来
成
分
配
合
の
基
礎

化
粧
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
充
実

さ
せ
て
い
る
コ
ス
メ
プ
ラ
ウ

ド
・
ジ
ャ
パ
ン
︵
本
社
・
東
京

／
荒
木
勝
也
代
表
︶
は
、
11
月

16
日
︵
水
︶
午
後
６
時
か
ら
、

日
本
ク
ラ
ブ
の
サ
ク
ラ
ル
ー
ム

︵
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
︶
で
、

４
年
ぶ
り
と
な
る
Ｎ
Ｙ
で
の
美

容
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

当
日
は
、
日
本
か
ら
荒
木
代

表
が
来
米
し
講
師
を
務
め
、
Ｎ

Ｙ
流
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
し
て
活
躍
す
る
、
ひ

で
こ
・
コ
ル
ト
ン
氏
も
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
参
加
す
る
。
主
な

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、
①
化
粧

品
業
界
の
現
状
と
同
社
販
売
体

制
の
変
更
と
現
状
。
②
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
の
肌
の
手
入
れ
と

乾
燥
対
策
。
③
既
存
商
品
の
簡

単
な
説
明
。
④
新
製
品
３
品
の

詳
細
説
明
な
ど
。
参
加
者
へ
の

特
典
と
し
て
、
も
れ
な
く
28
ド

ル
相
当
の
Ｂ
Ｂ
リ
ッ
プ
セ
イ
バ

ー
１
点
と
、
新
商
品
ド
ラ
ゴ
ン

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ル
ク
ロ
ー

シ
ョ
ン
の
サ
ン
プ
ル
や
ス
キ
ン

ケ
ア
、
ヘ
ア
ケ
ア
商
品
の
サ
ン

プ
ル
を
進
呈
す
る
ほ
か
、
同
社

全
商
品
の
特
別
料
金
で
の
販
売

や
、
抽
選
会
も
行
わ
れ
る
。

　

当
日
の
参
加
は
無
料
だ

が
、
要
予
約
︵
定
員
50
人
︶。

参

加

受

け

付

け

は
、

Ｅ

メ

ー

ルinfo@
cosm

eproud.
co.jp

ま
た
は
、
電
話
・
東
京

０
３
・
６
２
２
８
・
４
８
０
０

︵
担
当
・
堀
井
さ
ん
、久
保
さ
ん
︶

ま
で
。

コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン

秋
の
美
容
・
新
製
品
セ
ミ
ナ
ー

16
日
に
日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催

特別ゲストに

ひでこ・コルトンさん

http://hinomaru-limo.com
tel:9175773969
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

Historic Village
Diner

7550 N Broadway, Red Hook
電話 845-758-6232  

www.historic-village-diner.com
火〜日 6:00 〜 20:00 月曜定休

食べ歩き

　

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら

北
へ
車
で
約
１
時
間
20
分
、
ダ

ッ
チ
ェ
ス
郡
の
小
さ
な
町
レ
ッ

ド
フ
ッ
ク
に
あ
る
﹁
ヒ
ス
ト
リ

ッ
ク
・
ビ
レ
ッ
ジ
・
ダ
イ
ナ
ー
﹂。

こ
の
ダ
イ
ナ
ー
の
建
物
は
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
パ
タ
ー
ソ
ン

に
あ
っ
た
パ
タ
ー
ソ
ン
・
ワ
ゴ

ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
が
１
９
２
６

年
か
ら
１
９
６
６
年
ま
で
約

１
５
０
０
台
製
造
し
た
﹁
シ
ル

ク
・
シ
テ
ィ
・
ダ
イ
ナ
ー
﹂
シ

リ
ー
ズ
の
一
つ
で
、
銀
色
で
丸

み
を
帯
び
た
形
は
食
堂
車
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
。
１
９
２
５

レ
ッ
ド
フ
ッ
ク
の

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
溢
れ
る
ダ
イ
ナ
ー

■ストームヴィル・フリーマーケット　
　ＷＰから車で約 50 分、ダッチェス郡のローカ
ル空港にて毎年４〜 11 月の週末に 10 回ほど開
催される巨大フリーマーケットで、今回が年内最

後の開催となる。広大な原っぱにガラクタとビン
テージ、アンティーク、アート＆クラフト、新製
品、なんだこれ？の品々がごちゃ混ぜに並んで圧
巻。フリマ好きの人は是非一度行ってみるべし。
日時：５（土）午前８時〜午後４時。入場・駐車
場無料。ペット不可。場所：Stormville Airport 
(428 Route 216, Stormville)
https://www.stormvilleairportfleamarket.
com/
■ビア、ウィスキー＆ワイン　
　ＷＰから車で約 55 分、ダッチェス郡の農園で
開催されるイベントで、世界のクラフトビールと
ハドソンバレーの蒸溜所によるウィスキーとスピ

リッツ、ＮＹ各地のワインが大集合。チケットに
はテイスティンググラスと酒類の試飲が含まれ
る。会場ではグルメフードトラックやライブ演奏、
コーンメイズ、ファームマーケットも開催。日時：
5 日（土）ＶＩＰチケット正午から、一般午後１
時から。チケット：一般 53 ドル 87 セント、Ｖ
ＩＰ 93 ドル 88 セント（前売りのみ。フードバ
ウチャー 10 ドルとＶＩＰハット付き）、いずれも
手数料、税金込み。場所：Barton Orchard (63 
Appletree Lane, Poughquag)
www.facebook.com/events/6768272741443
00/?ref=newsfeed
■フルムーンハイク「ビーバー・ムーン」　
　ＷＰから車で約 15 分、ロックフェラー州立公
園が開催する日没後のハイキングで、満月の下、
公園内の馬車道４マイルを歩く。参加者は水、懐
中電灯かヘッドランプを持参。チックやポイズン
アイビー除けに長ズボンを靴下にたくしこんで歩
くと安心。リース付きの犬参加可。日時：8 日（火）
午後５時から約２時間。５時きっかりに出発の
ため時間厳守。参加費：４ドル２セント。場所：
Rockefeller State Park
Preserve (125 Phelps Way Pleasantville)
www.eventbrite.com/o/rockefeller-state-
park-preserve-15245742348
■ハドソンバレー陶芸家秋のショー　
　ＷＰから車で約 20
分、オシニングのべ
サニー・アート・コ
ミュニティで開催さ
れる陶芸家 16 人に
よる展示即売会。コ
ーヒーマグやプレー
ト、ボールなど日常
使いの食器や花瓶、壺など個性的な作品が並ぶ。
ラーメン好きのアーティスト、デマルコ氏のラ
ーメン用丼がユニーク。日時：12 日（土）、13
日（日）午前 10 時から午後５時、13 日は午後
４時終了。場所：Bethany Art Community (40 
Somerstown Rd. Ossining)
www.hudsonriverpotters.net/fallshow/
■ハドソンバレー・フラバルー　
　ＷＰから車で約１時間半。キャッツキル山地の
麓の街、キングストンのお祭りで、地元アーティ
ストやデザイナー、各種ハンドメイド品を売る店
など 75 のグループが参加。絵画や陶芸、ジュエ
リー、石鹸、キャンドル、ウィスキー、メープ
ルシロップなどいずれも個性的な作品、品物が並

び、見るだけでも楽しい。飲食ベンダー、生演奏
とポートレート撮影ブースもある。日時：19 日

（土）20 日（日）午前 10 時から午後５時、20
日は午後４時終了。入場料 2 ドル（12 歳以下無
料）。場所：The Andy Murphy Neighborhood 
Center (467 Broadway, Kingston) https://
hvhullabaloo.com/
■バジリカ・ファーム＆フリー・ホリデーマーケ
ット　　
　ＷＰから車で約１時間半、ハドソン駅近くの
古い工場を改装した建物を会場に、感謝祭の週
末に開催されるマーケットで今年 10 周年を迎え
る。1 万スクエアフィートを超える広い会場には
ビンテージ品やクラフト作品を売るフリマと地元
産の新鮮な食材、食品を売るマーケットが混在し
てとてもユニークだ。メトロノース駅から近いの
でシティ在住の人も遠足がてら出かけてみては？　
日時：26 日（土）・27 日（日）午前 10 時から
午後６時。場所：Basilica Hudson (110 South 
Front St. Hudson)
https://basilicahudson.org/

■ホリデーズ・オンザヒル・トレインショー　
　ＷＰから車で約 30 分、ラスドン公園で毎年開
催されるトレインショー。室内と屋外５０００ス
クエアフィートもの会場には 12 の異なるレベル
に設置された線路を鉄道模型が走る。ホリデー
の飾り付けから、雪だるまやトナカイ、エルフが
出てきたり、日時によってはサンタにも会える
ので、子供が喜ぶこと間違いなし。日時：26 日

（土）から 12 月 31 日までの木〜金（クリスマス
当日を除く）、午前 10 時から午後４時。チケット：
大人 20 ドル、子供（2 〜 12 歳）10 ドル。場
所：Lasdon Park and Arboretum(2610 Rt.35, 
Katonah) 
www.lasdonpark.org/hoh22/

年
に
最
初
の
オ
ー
ナ
ー
が
購
入

し
て
レ
ッ
ド
フ
ッ
ク
よ
り
南
の

ラ
イ
ン
バ
ッ
ク
に
設
置
し
て
ダ

イ
ナ
ー
を
開
業
、
３
年
後
に
新

オ
ー
ナ
ー
が
現
在
の
場
所
に
移

動
し
た
。
１
９
８
８
年
に
Ｎ
Ｙ

州
で
最
初
の
、
全
米
４
番
目
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
ス
タ
ー
・

オ
ブ
・
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
・
プ
レ

イ
ス
︵
国
家
歴
史
登
録
財
︶
に

登
録
さ
れ
た
ダ
イ
ナ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
か
れ
こ
れ
95
年
近
く

同
じ
場
所
で
営
業
し
て
い
る
ダ

イ
ナ
ー
は
近
郊
住
民
に
愛
さ
れ

続
け
、い
つ
も
混
雑
し
て
い
る
。

店
内
は
天
井
が
低
く
て
奥
行
き

が
浅
く
、
ブ
ー
ス
席
は
大
柄
な

ア
メ
リ
カ
人
が
四
人
座
る
と
ぎ

ゅ
う
ぎ
ゅ
う
。
料
理
は
ご
く
ご

く
普
通
だ
が
、
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

で
味
の
あ
る
雰
囲
気
の
店
は
と

て
も
居
心
地
が
良
い
。
レ
ッ
ド

フ
ッ
ク
近
辺
に
行
っ
た
ら
是
非

お
立
ち
寄
り
を
。

ハドソンバレー 11 月のイベント

　ＮＹの最も美しい季節がやってきました。冬枯れた景色に変わってしまう前の短い季節をエンジ

ョイするために、今号ではハドソンバレーで開催される秋のイベントをご紹介。
＊文中のＷＰはホワイトプレーンズ駅の略

https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://www.stormvilleairportfleamarket
http://www.historic-village-diner.com
http://www.facebook.com/events/6768272741443
http://www.eventbrite.com/o/rockefeller-state-park-preserve-15245742348
http://www.eventbrite.com/o/rockefeller-state-park-preserve-15245742348
http://www.eventbrite.com/o/rockefeller-state-park-preserve-15245742348
http://www.hudsonriverpotters.net/fallshow/
https://hvhullabaloo.com/
https://hvhullabaloo.com/
https://basilicahudson.org/
http://www.lasdonpark.org/hoh22/


2022 年（令和 4 年）11 月 5 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［書　籍］　　(10  )

 BOOKS
　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
﹃
80
歳
の
壁
﹄

﹃
70
歳
が
老
化
の
分
か
れ
道
﹄

の
著
者
、
老
年
専
門
精
神
科

医
・
和
田
秀
樹
氏
の
新
刊
の
テ

ー
マ
は
﹁
免
疫
力
﹂
。
コ
ロ
ナ

も
が
ん
も
老
化
も
、
免
疫
力
を

ア
ッ
プ
さ
せ
れ
ば
問
題
な
し
？ 

免
疫
学
の
世
界
的
権
威
、
順
天

堂
大
学
名
誉
教
授
の
奥
村
康
氏

と
の
初
対
談
本
。
﹁
80
歳
の
壁
﹂

は
結
局
、
免
疫
力
が
解
決
し
て

く
れ
る
と
諭
す
。
本
書
の
題
名

が
本
書
の
結
論
だ
。
著
者
の
和

田
氏
は
免
疫
学
の
第
一
人
者
で

は
な
い
が
、
免
疫
学
の
第
一
人

者
で
あ
る
奥
村
先
生
と
の
対
談

と
い
う
形
で
説
得
力
の
あ
る
書

籍
に
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
は
弱
毒
化
し
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
変
わ
ら
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

に
も
関
わ
ら
ず
コ
ロ
ナ
の
死
亡

者
は
減
ら
な
い
。
こ
の
現
象
の

理
屈
は
、
自
粛
に
よ
り
普
段
行

っ
て
い
る
免
疫
力
が
低
下
し
た

か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
著
者
が

考
え
る
こ
の
説
明
は
あ
る
意
味

道
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
以
外
に
も
免
疫
力
が

重
要
で
有
名
な
の
は
が
ん
。
日

本
人
は
が
ん
で
の
死
亡
率
が
た

高
い
の
で
、
臓
器
主
体
の
西
洋

医
学
的
考
え
方
で
は
な
く
免
疫

力
を
上
げ
る
こ
と
に
力
を
注
い

だ
方
が
良
い
と
も
読
め
る
。
そ

の
上
で
推
奨
す
る
﹁
好
き
に
生

き
て
い
る
﹂
と
い
う
こ
と
が
80

歳
の
壁
を
超
え
る
上
で
の
大
事

な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
。

　

健
康
に
気
を
つ
け
て
、
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
生
き
て
い

て
も
、
病
気
に
な
る
時
は
な
る

し
、
肉
体
の
老
化
は
確
実
に
進

ん
で
い
く
。
た
だ
、
そ
の
老
化

の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
に
し
た

り
、あ
る
一
定
の
年
齢
か
ら﹁
老

け
な
い
﹂
人
た
ち
も
世
の
中
に

存
在
し
て
い
る
の
も
事
実
だ
。

同
書
で
は
、
後
ろ
向
き
の
ス
ト

レ
ス
、
自
分
の
力
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
問
題
に
直
面
し
て

苦
し
む
こ
と
が
免
疫
力
に
ダ
メ

ー
ジ
を
与
え
る
と
指
摘
す
る
。

同
じ
ス
ト
レ
ス
で
も
、
計
画
を

立
て
て
、
何
か
を
達
成
す
る
た

め
の
目
的
が
あ
る
前
向
き
の
ス

ト
レ
ス
は
、
心
身
と
も
に
プ
ラ

ス
の
活
性
化
を
促
す
の
だ
と
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
い
て
思
い

出
す
人
が
い
た
。
美
容
研
究
家

の
小
林
照
子
さ
ん
だ
。
コ
ー
セ

ー
化
粧
品
の
元
取
締
役
で
日
本

で
初
め
て
女
性
の
化
粧
水
を
開

発
し
た
人
で
現
在
87
歳
で
現
役

の
美
容
研
究
家
だ
。
彼
女
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
以
前
講
演
し
た

時
に
言
っ
て
い
た
こ
と
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
言
葉
は
﹁
高
齢

に
な
っ
て
も
週
に
一
度
は
き
ち

ん
と
し
た
服
装
を
し
て
、
身
な

り
を
整
え
て
外
出
し
、
人
に
会

う
機
会
を
作
っ
て
お
出
か
け
す

る
こ
と
﹂
だ
そ
う
だ
。

　

同
書
で
は
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

に
よ
る
愛
情
ホ
ル
モ
ン
の
活
性

化
も
肉
体
の
老
化
の
ス
ピ
ー
ド

を
遅
く
す
る
と
述
べ
る
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
そ
れ
が
健
康
と
若
さ

を
保
つ
重
要
な
要
素
で
も
あ
る

ら
し
い
。
高
齢
者
に
な
っ
て
も

異
性
か
ら
好
か
れ
る
人
は
い
る

ら
し
く
、
老
人
ホ
ー
ム
で
気
が

つ
い
た
ら
、
何
を
す
る
で
も
な

い
が
い
つ
の
間
に
か
ベ
ッ
ド
の

中
で
添
い
寝
を
し
て
い
る
女
性

が
い
た
と
い
う
よ
う
な
、
嘘
の

よ
う
な
実
話
も
紹
介
し
て
い

る
。
そ
れ
と
多
種
類
の
食
物
を

多
く
摂
取
す
る
こ
と
。つ
ま
り
、

ク
ヨ
ク
ヨ
し
た
り
せ
ず
に
、
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
て
、
ご
夫

婦
で
あ
れ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

れ
、
仲
良
く
ラ
ブ
ラ
ブ
の
生
活

を
し
て
い
る
こ
と
が
健
康
と
若

さ
を
維
持
す
る
上
で
大
切
ら
し

い
。本
書
の
言
い
た
い
こ
と
は
、

﹁
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
不
安
、
ス
ト
レ
ス
は
免
疫
力

を
低
下
さ
せ
る
の
で
、
ま
じ
め

に
受
け
止
め
す
ぎ
な
い
で
気
を

抜
い
て
か
か
る
こ
と
、
逃
げ
る

こ
と
、
気
に
し
な
い
こ
と
が
大

切
。
自
分
か
ら
攻
め
て
い
く
と

き
の
不
安
、
ス
ト
レ
ス
は
逆
に

免
疫
力
を
高
め
る
の
で
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
﹂
と
説
得
す
る
。
読

書
感
と
し
て
は
こ
れ
が
決
定
的

に
学
術
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
も
な
い
た
め
、
基
本
的

に
﹁
確
か
に
そ
う
い
う
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
﹂
で

落
ち
着
く
対
談
だ
が
、
周
り
を

見
渡
せ
ば
納
得
の
い
く
説
得
力

が
あ
る
。　
　
　
　
　
　

︵
三
︶

心も身体もなぜか若い
和田秀樹 奥村康・著

宝島社新書・刊

■事故物件、いかがですか？東京ロンダリング（原田ひ香、
集英社文庫）事故物件を貸すひと、住むひと。この街では
様々な事情を抱えた人びとが生きている。自殺や殺人事件
のあった、いわくつきの物件に一時的に住む「影」、姿を
消した人を探す会社「失踪ドットコム」など、ルームロン
ダリングにまつわるさまざまな人間模様を描いた８つの物
語。■あなたの涙は蜜の味（宮部みゆき・辻村深月ほか、
PHP 文芸文庫）宮部みゆき、辻村深月、篠田節子、王谷
晶、降田天、宇佐美まこと、細谷正充の 7 人の作家による
イヤミス傑作選。イヤミスとは「読後、嫌な気分になるミ
ステリー」のこと。衝撃の結末に心がざわつく、『あなた
の不幸は蜜の味』に続くアンソロジー。■ 100歳の幸せな
ひとり暮らし（鮫島純子、光文社）2024 年にお目見えす
る新１万円札の顔「渋沢栄一」の孫娘である著者、鮫島純
子さんは大正 11（1922）年生まれのエッセイスト。鮫島
さんが伝える、年をとるほど明るく元気になる生き方とは。
穏やかな心と健康を保つ 100 のヒントを紹介する。■悲
鳴だけ聞こえない（織守きょうや、双葉社）新米弁護士の
木村は顧問先の企業からパワハラ調査を依頼されるが、被
害者も加害者もわからず、社員の聞き取り調査を始める。
新米弁護士が敏腕の先輩に助けられながら難儀な依頼を解
決する木村＆高塚弁護士シリーズ第 3 弾、連作短篇ミステ
リー。■老いが怖くなくなる本（和田秀樹、小学館新書）認知症、老人性う
つ病、がん、脳卒中、心臓病…。長い老後を「老い」とともに生きることに
なる我々に、渦巻く不安は後を絶たない。老いとはどう向き合い、どう戦い、
どう受け入れるべきなのか。老いにまつわる数々の不安に答えるとともに、
いつまでも若々しくいたいという願いに応え、老化に対抗する最強手段を伝
授する。■ＳＥＮＳＥ -インターネットの世界は「感覚」に働きかける（堀
内進之介ほか、日経 BP）なぜ VTuber 事務所の時価総額が親会社のフジテ
レビを抜いたのか。なぜ ClubHouse はメジャーにならなかったのか。なぜ
YouTubeはライブへ移行しているのか。ユーザーはネットが刺激する「感覚」
に誘惑される。本書ではこの感覚の具体例をあげて解説する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ル
ー
ム
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
人
間
模
様
を
描
く
。
７
人
の
作
家
に
よ
る
イ
ヤ
ミ
ス
傑
作
選
。

穏
や
か
な
心
と
健
康
を
保
つ
ヒ
ン
ト
。
新
米
弁
護
士
が
主
人
公
の
連
作
短
篇
ミ
ス
テ
リ
ー
。

老
化
に
対
抗
す
る
最
強
手
段
を
伝
授
す
る
。
ネ
ッ
ト
の
﹁
勝
ち
組
﹂
は
何
を
し
た
？

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

あ
る
晩
、
目
が
覚
め
て
夜
空

に
浮
か
ぶ
満
月
を
見
た
ポ
ッ
サ

ム
は
、
長
い
冬
が
来
る
前
に
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
と
計
画
し

ま
す
。
し
か
し
み
ん
な
は
こ
の

時
期
、
冬
の
準
備
で
大
忙
し
。

ポ
ッ
サ
ム
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は

誰
も
来
て
く
れ
そ
う
に
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
日
が
落
ち
て

月
が
昇
る
と
、
生
き
物
た
ち
は

冬
の
長
い
眠
り
の
前
の
最
後
の

祝
杯
を
あ
げ
る
た
め
に
ポ
ッ
サ

ム
の
パ
ー
テ
ィ
に
集
ま
っ
て
き

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
、
ネ
ズ
ミ
、
バ

ッ
タ
な
ど
森
の
生
き
物
た
ち
が

ポ
ッ
サ
ム
︵
日
本
で
は
﹁
オ
ポ

ッ
サ
ム
﹂
︶
主
催
の
パ
ー
テ
ィ

会
場
で
、
木
の
実
や
ベ
リ
ー
を

持
ち
寄
っ
て
み
ん
な
で
食
べ
て

い
る
様
子
が
可
愛
ら
し
く
描
か

れ
る
。
南
フ
ロ
リ
ダ
で
育
ち
、

現
在
は
バ
ー
モ
ン
ト
州
の
丘
陵

地
帯
で
暮
ら
す
著
者
の
ア
ン
・

ハ
ン
タ
ー
は
、
森
の
小
動
物
や

昆
虫
を
主
人
公
に
、
彼
ら
を
取

り
巻
く
自
然
界
を
テ
ー
マ
に
し

た
多
く
の
絵
本
を
出
版
し
て
い

る
。
本
書
は
、
子
供
た
ち
が
動

物
の
冬
眠
や
冬
支
度
に
つ
い
て

学
べ
る
晩
秋
の
読
み
聞
か
せ
に

ぴ
っ
た
り
の
本
。　
　

（
高
田
）

長
い
冬
が
来
る
前
の
動
物
た
ち
の
宴

 『Possum's Harvest Moon』
Written by Anne Hunter

Published by Clarion Books

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
和
名

は
﹁
ニ
オ
イ
ナ
デ
シ
コ
﹂
、
江

戸
時
代
に
日
本
へ
渡
来
し
た

頃
は
、
香
り
が
良
い
の
で
﹁
ジ

ャ
コ
ウ
ナ
デ
シ
コ
﹂
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
街
角
の

花
屋
で
年
中
見
か
け
る
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
部
屋
に

飾
っ
て
み
る
と
意
外
と
美
し

く
、
そ
の
う
え
良
い
香
り
も
あ

る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
選
ん
だ

の
は
白
い
小
花
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
一
本
の
茎
に
い
く
つ

も
の
花
が
付
い
て
い
て
、
日
ご

と
に
花
が
開
き
白
さ
が
映

え
て
き
ま
す
。
白
い
八
重
の

ジ
ャ
ス
ミ
ン
を
少
し
大
き

く
し
た
よ
う
な
花
か
ら
は
、

思
い
が
け
な
い
甘
い
香
り

が
漂
っ
て
き
ま
し
た
。

　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
香

料
は
少
量
な
が
ら
生
産
さ

れ
て
い
て
、
白
、
あ
る
い
は

う
す
い
ロ
ゼ
の
花
か
ら
溶

剤
に
よ
っ
て
抽
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
保
留
性
、
持
続
性

の
良
い
花
香
料
と
し
て
高
級

香
水
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
の

香
り
は
甘
く
ロ
ー
ジ
ィ
ー
で

蜜
様
、
わ
ず
か
に
ク
ロ
ー
ブ
様

の
香
り
で
、
ユ
リ
の
よ
う
な
拡

散
性
は
な
く
、
近
く
に
寄
っ
て

顔
を
近
づ
け
る
と
匂
っ
て
き

ま
す
。
や
さ
し
い
姿
、
ソ
フ
ト

さ
、
甘
い
包
容
力
の
あ
る
香

り
、
な
る
ほ
ど
、
ど
れ
も
が
お

母
さ
ん
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
、

母
の
日
に
贈
る
花
の
定
番
に

ふ
さ
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
ま
す
。
花
び
ら
が
幾
重

に
も
ソ
フ
ト
に
重
な
る
純
白

の
花
、
そ
ば
に
寄
る
と
匂
う
甘

く
あ
た
た
か
い
香
り
、
母
親
の

曇
り
な
き
愛
情
の
よ
う
で
も

あ
り
ま
す
。
お
手
頃
で
丈
夫
で

長
持
ち
の
す
る
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
、
時
に
は
そ
ば
に
置
い
て

み
る
と
心
が
ホ
ッ
と
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア

製
品
や
精
油
の
調
合
を
実
施

す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

70

ホ
ワ
イ
ト

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　

母
の
匂
い

絵：古舘みどり

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅

か
ら
地
下
鉄
７
番
線
に
乗
っ

て
、
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
を
渡
っ

て
１
つ
目
の
駅
、
バ
ー
ノ
ン
ブ

ル
バ
ー
ド
＆
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ア
ベ

ニ
ュ
ー
駅
で
下
車
。
こ
こ
は
ま

だ
、
ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
最
近

は 

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ

ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
ア
ス
ト
リ
ア

地
区
の
一
角
だ
が
、
駅
か
ら
２

ブ
ロ
ッ
ク
離
れ
た
プ
ラ
ス
キ
ー

橋
を
歩
い
て
川
を
渡
る
と
そ
こ

は
も
う
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
だ
。
橋

は
１
９
５
３
年
に
建
造
さ
れ
た 

跳
ね
橋
で
、
現
在
は
そ
の
橋
が

上
が
る
こ
と
が
あ
る
の
か
は
不

明
だ
が
無
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

タ
ワ
ー
の
窓
ガ
ラ
ス
は
ピ
カ
ピ

カ
に
磨
か
れ
て
い
た
。
橋
を
渡

り
切
っ
た
と
こ
ろ
に
ザ
・
ボ
ッ

ク
ス
ハ
ウ
ス
ホ
テ
ル
が
モ
ダ
ン

な
佇
ま
い
を
見
せ
る
。

　

彰
子
タ
ナ
ワ
ー
さ
ん
は
、
こ

の
ホ
テ
ル
で
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

シ
ェ
フ
と
し
て
今
年
の
４
月
か

ら
屋
上
の
イ
ベ
ン
ト
、
結
婚
式

の
監
修
、
来
年
春
に
予
定
さ
れ

て
い
る
メ
イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の

オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
に
追

わ
れ
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
明
け
て
、
今
ま
で
結
婚
披
露

宴
を
何
度
も
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て

い
た
カ
ッ
プ
ル
の
披
露
宴
ラ
ッ

シ
ュ
が
続
い
て
い
て
、
先
週
は

４
組
の
屋
上
披
露
宴
パ
ー
テ
ィ

が
あ
り
大
忙
し
だ
と
い
う
。

　

東
京
都
出
身
、
日
本
で
中
学

か
ら
短
大
ま
で
女
子
美
で
イ
ン

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
世
界

中
の
食
べ
物
も
味
わ
っ
た
。
父

親
は
食
べ
も
の
に
は
哲
学
が
あ

り
、
寿
司
と
天
ぷ
ら
と
焼
き
鳥

は
カ
ウ
ン
タ
ー
以
外
で
は
食
べ

な
い
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
が
あ
っ

た
。
日
本
の
食
文
化
を
家
庭
で

学
ぶ
機
会
が
多
か
っ
た
。
父
親

の
弟
︵
叔
父
︶
は
有
名
な
写
真

家
で
、作
家
の
藤
原
新
也
さ
ん
。

小
さ
い
時
か
ら
可
愛
が
っ
て
も

ら
い
、
父
親
同
様
世
界
の
広
さ

を
教
え
て
く
れ
た
。
大
き
く
な

っ
た
ら
海
外
で
暮
ら
し
た
い
と

い
う
思
い
の
芽
と
料
理
の
舌
は

幼
少
期
に
育
ま
れ
た
よ
う
だ
。

　

22
年
前
に
元
夫
と
結
婚
。
15

歳
の
双
子
の
娘
が
い
る
。
結
婚

当
時
雑
誌
の
編
集
の
仕
事
を
し

て
い
た
夫
に
弁
当
を
作
り
そ
れ

が
編
集
部
で
話
題
に
な
り
彼
の

同
僚
に
も
作
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
料
理
が
評
判
と
な
っ
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
の
記

者
の
耳
に
入
り
フ
ー
ド
セ
ク
シ

ョ
ン
で
記
事
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
の
Ｎ

Ｏ
Ｂ
Ｕ
の
門
を
た
た
き
運
良
く

採
用
さ
れ
ラ
イ
ン
ク
ッ
ク
と
し

て
一
番
下
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら

始
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

後
、
イ
レ
ブ
ン
・
マ
ジ
ソ
ン
や

シ
ェ
ー
ク
・
シ
ャ
ッ
ク
な
ど
を

経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
王
ダ
ニ

ー
・
マ
イ
ヤ
ー
の
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
部
門
、
マ
イ
・
オ
ウ
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
、
フ
ー
ド
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
テ
ー

ブ
ル
、
ア
イ
バ
ン
・
ラ
ー
メ
ン

な
ど
個
性
の
強
い
店
か
ら
フ
ァ

イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ま
で
こ
な
す

こ
と
に
な
る
。
今
年
で
キ
ッ
チ

ン
に
立
ち
17
年
目
を
迎
え
る
。

　

中
華
、
和
食
、
ニ
ュ
ー
ア
メ

リ
カ
ン
な
ど
何
で
も
一
通
り
こ

な
す
。﹁
職
人
へ
の
リ
ス
ペ
ク

ト
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
同
じ

も
の
を
コ
ツ
コ
ツ
と
作
り
続
け

る
タ
イ
プ
で
は
な
く
て
、
シ
ー

ズ
ン
の
野
菜
や
ロ
ー
カ
ル
の
食

材
を
使
っ
て
感
性
で
ひ
ら
め
い

た
も
の
を
作
る
の
が
自
分
の
ス

タ
イ
ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂。

結
婚
式
の
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
の

企
画
も
大
き
な
仕
事
。
新
し
い

食
材
を
組
み
合
わ
せ
た
創
作
料

理
も
ど
ん
ど
ん
と
手
が
け
る
。

色
、
味
、
盛
り
付
け
も
実
に
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
だ
。
青
リ
ン
ゴ

と
セ
ロ
リ
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
、

鱒
の
卵
を
使
っ
た
料
理
、
豚
バ

ラ
の
ポ
ー
ク
ベ
リ
ー
に
レ
モ
ン

グ
ラ
ス
の
出
し
汁
か
け
、
雲
丹

ト
ー
ス
ト
と
ど
れ
も
美
味
し
そ

う
。プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
現
在
、

娘
た
ち
か
ら
の
影
響
を
受
け
て

ダ
ン
ス
に
も
熱
中
し
て
い
る
。

14
時
間
立
ち
っ
ぱ
な
し
の
仕
事

の
た
め
、
体
力
勝
負
だ
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
か
ら
一
駅
で
１
５
０

人
規
模
の
結
婚
披
露
宴
が
屋
上

で
で
き
る
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と

は
﹁
あ
ま
り
日
本
人
は
知
ら
な

い
と
思
い
ま
す
け
ど
、
こ
う
い

う
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
も
も
っ

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
さ
ん
や

日
本
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
﹂
と
話
し
た
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ

が
、
社
会
に
出
て
か
ら
は
出
版

編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
雑
誌

や
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
の
広
告
制

作
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

の
仕
事
に
就
き
、
そ
の
後
25
年

前
の
25
歳
の
時
に
来
米
し
、
ハ

ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
語
学
学
校

に
通
っ
て
１
年
で
帰
国
す
る
は

ず
が
、
25
年
た
っ
た
現
在
も
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
に
。﹁
来
た

と
き
に
も
う
帰
る
つ
も
り
は
な

か
っ
た
﹂
と
い
う
。

　

子
供
の
頃
か
ら
海
外
に
目
が

向
い
て
い
た
。
大
手
旅
行
代
理

店
に
勤
め
て
い
た
父
親
は
１
年

の
半
分
は
海
外
だ
っ
た
が
幼
少

の
頃
か
ら
家
族
を
海
外
旅
行
に

創
作
料
理
で
ホ
テ
ル
の
結
婚
披
露
宴
を
演
出
す
る

ザ・ボックスハウスホテル

エグゼクティブシェフ

彰子 タナワーさん

http://www.yamagatadental.net/
https://www.licensepower.net/
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http://www.idocenter.com
https://kj-artist.jp/
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mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
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１
９
８
３
年
設
立
の
海
外
赴

任
経
験
の
あ
る
母
親
達
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
フ
レ
ン

ズ
帰
国
生
母
の
会
が
、﹁
母
親

が
歩
い
て
見
た
帰
国
生
の
た
め

の
学
校
案
内
２
０
２
３
年
度 

首
都
圏
版
﹂
を
発
行
し
た
。

　

同
書
は
、
海
外
で
子
育
て
を

経
験
し
た
母
親
た
ち
が
実
際
に

学
校
訪
問
等
を
し
て
集
め
た
情

報
を
基
に
作
成
し
た
学
校
案

内
︵
首
都
圏
版
︶
で
、
毎
年
9

月
に
発
行
し
て
い
る
。
入
試
情

報
の
他
、
帰
国
生
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
、
帰
国
生
受
験
に
役

立
つ
情
報
を
掲
載
し
、
帰
国
生

の
家
庭
か
ら
好
評
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
。
製
本
版
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
価
格
は

３
４
０
０
円
。
製
本
版
は
別
途

送
料
が
か
か
る
。
同
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://fkikoku.

sun.bindcloud.jp

︶ 

の

他
、

紀
伊
國
屋
Ｕ
Ｓ
Ａ
オ
ン
ラ
イ
ン

︵B
ooks K

inokuniya: 

母

親
が
歩
い
て
見
た
帰
国
生
の
た

め
の
学
校
案
内
２
０
２
３
首
都

圏
版 /(9784990965259)

︶

で
も
注
文
が
可
能
。同
会
で
は
、

帰
国
生
に
関
す
る
メ
ー
ル
相
談

や
電
話
相
談
を
随
時
無
料
で
受

け
つ
け
て
い
る
。

帰
国
生
の
た
め
の
学
校
案
内

２
０
２
３
年
度
首
都
圏
版
が
発
刊

 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

補
習
校
部
中
学
部
3
年
の
ク
ラ

ス
で
10
月
18
日
、
日
本
の
少
子

高
齢
化
問
題
を
考
え
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
、
保
護
者
の
ほ
か
に
、

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
で
人
口
学
、
男
女

格
差
、
少
子
高
齢
化
問
題
な
ど

を
研
究
し
て
い
る
打
越
文
弥
氏

が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
参

加
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、︵
１
︶
出
生

率
を
上
げ
る
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
？　

︵
２
︶

急
増
す
る
﹁
高
齢
者
﹂
を
社
会

と
し
て
ど
う
支
え
て
い
け
ば
い

い
だ
ろ
う
か
？　

︵
３
︶
労
働

力
不
足
を
補
う
た
め
の
Ａ
Ｉ
活

用
に
つ
い
て
考
え
る
。︵
４
︶

労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
の

﹁
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
﹂

に
つ
い
て
考
え
る
、
と
い
う
課

題
に
取
り
組
み
、
リ
サ
ー
チ
を

重
ね
、
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
発

表
し
た
。
同
時
に
﹁
50
年
後
の

世
界
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
で
書
か

れ
た
﹁
近
未
来
小
説
﹂
の
朗
読

も
行
わ
れ
た
。

　

打
越
氏
か
ら
は
、
生
徒
た
ち

の
発
表
に
対
す
る
講
評
に
加

え
﹁
少
子
化
の
大
き
な
原
因
の

一
つ
と
し
て
、
結
婚
し
な
い
若

者
が
増
え
て
い
る
﹂﹁
日
本
企

業
の
年
功
序
列
シ
ス
テ
ム
の
中

で
、
途
中
入
社
の
人
材
を
受
け

入
れ
る
こ
と
の
難
し
さ
が
、
外

国
人
労
働
者
の
賃
金
を
上
げ
る

上
で
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
﹂

な
ど
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

生
徒
の
発
表
に
は
、﹁
少
子

高
齢
化
問
題
を
打
開
す
る
た
め

に
は
、
今
、
常
識
と
思
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
﹂
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
お
り
、﹁
近
未

来
小
説
﹂
に
は
、
50
年
後
、
少

子
高
齢
化
が
進
み
衰
退
し
て
い

く
日
本
を
救
う
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
海
外
で
の
生
活
経
験
が
あ

る
女
性
首
相
が
登
場
し
た
。

　

発
表
の
な
か
で
見
ら
れ
た
若

い
世
代
の
発
想
の
柔
軟
さ
、
実

現
可
能
と
思
わ
れ
る
説
得
力
の

あ
る
提
言
は
、
深
刻
さ
の
中
に

も
希
望
が
あ
り
、
参
加
者
全
員

の
問
題
意
識
が
よ
り
向
上
し
た

時
間
と
な
っ
た
。

少
子
高
齢
化
問
題
を
考
え
る

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

補
習
校
部
中
学
生
が
発
表

　

リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
・
イ
ン
ク

は
11
月
17
日
︵
木
︶
午
後
１
時

か
ら
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
﹁
ア
メ
リ
カ
の
教
育
事
情

と
親
の
関
わ
り
方
﹂
を
開
催
す

る
。
学
齢
期
の
子
ど
も
を
連
れ

て
ア
メ
リ
カ
に
赴
任
中
、
ま
た

は
渡
米
予
定
の
家
族
を
対
象

に
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
事
情
や

親
と
し
て
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
す
れ
ば
良
い
か
な
ど
、
子
ど

も
が
ア
メ
リ
カ
で
学
校
生
活
を

送
る
上
で
役
立
つ
情
報
を
説
明

詳細はウェブサイト
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_M7tslS_FSvSUx9N6P0nPog

アメリカの教育事情
リロ・リダックが 11 月 17 日
ハイブリッドウェビナー開催

す
る
。
講
師
は
米
国
教
育
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
でB

rooklyn 
de K

osodate

を
主
宰
す
る

辻
沙
織
さ
ん
。
参
加
費
無
料
だ

が
要
事
前
登
録
。
先
着
10
人
限

定
で
Ｎ
Ｙ
本
社
に
て
対
面
聴
講

も
可
能
。参
加
が
難
し
い
人
は
、

後
日
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
録
画
視
聴
用

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
送
付
。

楽しい
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
10
月

14
日
、
新
校
舎
移
転
式
及
び
校

舎
移
転
後
初
め
て
の
学
校
行
事

﹁
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂

を
行
っ
た
。

　

新
校
舎
移
転
記
念
式
で
は
、

在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
首
席

総
領
事
の
遠
藤
彰
氏
、
Ｎ
Ｙ
教

育
審
議
会
会
長
の
鮫
島
夏
洋

氏
、
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
Ｐ
Ｔ
Ｏ

会
長
の
天
目
祐
二
氏
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。
ス
ク
ー
ル
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
演
技
発
表

で
は
﹁
最
高
を
受
け
継
ぐ 

〜

Into the N
ew

 W
orld

〜

﹂

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、１
・

２
年
の﹁
11
ぴ
き
の
ね
こ
﹂、３
・

４
年
の
﹁
何
で
も
引
き
受
け
株

式
会
社
﹂、
５
・
６
年
は
昨
年
に

引
き
続
き
﹁
Ｇ
Ｊ
Ｓ
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
頂
上
決
戦
２
０
２
２
〜

本
を
知
り
人
を
知
る
〜
﹂
で
朗

読
、
劇
、
ク
イ
ズ
な
ど
を
取
り

入
れ
た
発
表
を
行
っ
た
。
７
・

８
年
は
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
ア

ー
ミ
ッ
シ
ュ
村
の
歴
史
に
つ
い

て
の
劇
を
行
っ
た
。
特
に
一
人

一
人
の
個
性
を
生
か
し
て
生
演

奏
を
取
り
入
れ
、
音
響
・
照
明

等
の
効
果
も
工
夫
し
た
。
９
年

生
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
団
体
戦
決
勝
を
行
っ

た
。
論
題
は
﹁
日
本
は
救
急
車

を
有
料
化
す
る
べ
き
で
あ
る
﹂

で
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
肯
定
・
否

定
に
分
か
れ
て
各
チ
ー
ム
で
話

し
合
い
主
張
し
合
っ
た
。
初
等

部
は
２
部
合
唱
で
﹁
ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ル
ネ
ー
ム
﹂、
中
等
部
は

合
奏
﹁
夜
に
駆
け
る
﹂
を
披
露

し
た
。
さ
ら
に
、
新
し
い
校
舎

の
教
室
前
に
各
学
年
の
学
習
の

作
品
を
展
示
し
、
事
前
に
録
画

し
た
英
語
科
ス
ピ
ー
チ
と
国
語

科
の
意
見
文
発
表
上
映
も
行
っ

た
。
初
等
部
、
中
等
部
そ
れ
ぞ

れ
の
子
供
た
ち
が
練
習
か
ら
心

を
一
つ
に
し
て
作
り
上
げ
る
貴

重
な
経
験
が
で
き
た
。
観
客
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
新

校
舎
で
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い

ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

な
っ
た
。

新校舎移転記念式

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

学
校
祭
開
催

　

金
融
庁
と
企
業
の
海
外
進
出

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ト
ラ
イ

コ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
11
月
10

日
︵
木
︶
と
17
日
︵
木
︶
午
後

４
時
か
ら
、
国
内
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
ボ
ー
デ

ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
解
説
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
。
テ
ー
マ
は
﹁
日
本
で
の

未
就
学
か
ら
高
等
教
育
ま
で
の

国
際
教
育
の
選
択
肢
﹂。
世
界

２
大
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
︵
Ｉ
Ｂ
︶
と
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
国
際
の
解
説
に
加

え
、
国
内
の
代
表
的
な
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
ボ

ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
30
校
を

紹
介
す
る
。
未
就
学
か
ら
高
等

教
育
ま
で
を
網
羅
し
た
﹁
国
際

教
育
の
手
引
き
書
﹂
と
な
る
よ

う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

国
内
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と

ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
解
説

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

は
、
史
上
初
の
試
み
と
な
る
。

　

対
象
は
幼
児
、
小
学
生
、
中

学
生
、
高
校
生
の
保
護
者
と
教

育
関
係
者
。
10
日
の
セ
ミ
ナ

ー
使
用
言
語
は
英
語
、
17
日

は
日
本
語
、
両
日
の
テ
ー
マ

は
同
じ
だ
が
登
壇
者
が
異
な

る
。
参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

登
録
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://edujum
p.net/

internationaleducation/
9461/

を
参
照
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

国
際
教
育
の
手
引
き

　
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が

ら
日
本
の
少
子
化
と
高
齢

化
の
問
題
に
つ
い
て
発
表

を
す
る
生
徒
︵
プ
リ
ン
ス

ト
ン
日
本
語
学
校
で
︶

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_M7tslS_FSvSUx9N6P0nPog
http://fkikoku
http://fkikoku
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://edujump.net/
https://edujump.net/
https://edujump.net/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

は
、
日
帰
り
ス
キ
ー
教
室
と
宿

泊
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し

て
い
る
。
日
本
語
に
よ
る
指
導

や
引
率
は
同
学
園
の
ス
キ
ー
経

験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
担
当

し
、
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
や
送
迎

な
ど
も
行
い
、
毎
年
多
く
の
児

童
が
参
加
し
て
い
る
。
場
所
は

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
キ
ャ
メ
ル

バ
ッ
ク
ス
キ
ー
場
。
ス
キ
ー
の

指
導
レ
ベ
ル
は
初
心
者
か
ら
上

級
ま
で
。
リ
フ
ト
に
１
人
で
乗

る
こ
と
の
で
き
な
い
初
心
者
は

な
だ
ら
か
な
斜
面
を
滑
る
の
で

安
心
。
ス
キ
ー
を
始
め
る
絶
好

の
機
会
と
な
る
。
上
級
者
は
ブ

ラ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
挑

戦
。
ス
キ
ー
場
到
着
後
に
レ
ベ

ル
判
断
テ
ス
ト
を
行
う
の
で
、

自
分
に
合
っ
た
レ
ベ
ル
で
受
講

す
る
こ
と
が
可
能
。
宿
泊
ス
キ

ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
部
屋
で
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ノ
ー
チ

ュ
ー
ブ
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
充
実
し
て
い
る
。　

　

問
い
合
わ
せ
・
詳
細
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

Ｅ

メ

ー

ルski.nyikuei@
gm

ail.com

、

ま

た

は

Ｎ

Ｙ
育
英
ス
キ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
特
設
サ
イ
トhttps://

ja
p

a
n

esesch
o

o
l.o

rg
/

program
/cam

p/ski/

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
が
実
施

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
︵
川

﨑
淳
一
郎
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
１
７
人
︶
は
、
10
月
22
日
に

幼
児
部﹁
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
﹂

を
開
催
し
た
。
会
場
に
は
食
べ

物
、
お
も
ち
ゃ
、
ペ
ッ
ト
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
洋
服
、
お
菓
子

等
の
た
く
さ
ん
の
お
店
が
並
ん

だ
。
開
催
に
先
立
ち
児
童
達
は

数
週
間
前
か
ら
先
生
・
保
護
者

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

看
板
、
お
金
、
お
財
布
や
店
頭

に
並
ぶ
品
物
等
の
準
備
を
進
め

て
き
た
。
当
日
会
場
で
は
、
お

店
屋
さ
ん
役
の
年
長
幼
児
た
ち

が
﹁
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
﹂﹁
い

か
が
で
す
か
﹂
と
大
き
な
声
を

上
げ
接
客
を
行
っ
た
。
お
客
さ

ん
役
の
年
中
幼
児
た
ち
は
ア
イ

デ
ア
溢
れ
る
素
敵
な
品
物
に
迷

い
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
で

い
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
、
売
る
側
と
買

う
側
の
そ
れ
ぞ
れ
を
体
験
し
、

お
店
で
の
言
葉
の
や
り
と
り
や

お
金
の
受
け
渡
し
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

﹁
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
﹂﹁
い
か
が
で
す
か
﹂

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
Ｗ
校

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
大
盛
況

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶

は
10
月
16
日
、
同
校
教
員
の
大

森
美
和
氏
に
よ
る
﹁
大
学
進
学

に
向
け
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
﹂
を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
、
日
米
の
受
験
の
違
い

や
大
学
探
し
の
方
法
、
大
学
訪

問
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、

入
学
申
請
に
必
要
な
６
点
︵
Ｇ

Ｐ
Ａ
、
課
外
活
動
、
エ
ッ
セ
イ
、

Ｓ
Ａ
Ｔ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
テ
ス

ト
ス
コ
ア
、D

em
onstrated 

Interest

、
推
薦
状
︶
に
つ
い

て
説
明
。
大
森
氏
は
こ
の
６
点

を
用
い
て
ど
れ
だ
け
魅
力
的
な

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ
ー

チ
が
で
き
る
か
が
大
学
進
学
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
述
べ

た
。
大
学
費
用
に
関
し
て
は
、

日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
か
か

る
年
間
の
費
用
や
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
エ
イ
ド
、
ス
カ
ラ
ー
シ

ッ
プ
、
学
生
ロ
ー
ン
な
ど
が
具

体
例
を
使
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
﹁
大
学
は
高

校
何
年
生
時
の
成
績
を
見
る
の

か
﹂﹁
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
は
、

親
に
ア
セ
ッ
ト
が
あ
る
と
支
給

さ
れ
る
金
額
に
影
響
が
あ
る
の

か
﹂﹁
何
を
勉
強
し
た
ら
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
子
ど
も
に
、

ど
う
や
っ
て
進
路
を
決
め
さ
せ

た
ら
良
い
か
﹂
な
ど
活
発
な
質

問
が
さ
れ
、
子
ど
も
の
大
学
進

学
に
つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
た
。

大森美和氏

大
学
進
学
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校
で

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

人
学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
は

10
月
14
日
、A

lstede Farm
s

に
て
、
初
等
部
6
学
年
合
同
の

移
動
教
室
を
行
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
Ｎ
Ｊ
の
秋
を
全
身
で

味
わ
う
た
め
、
高
学
年
の
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
縦
割
り
班
で

の
活
動
計
画
を
立
て
て
き
た
。

当
日
は
、
10
月
末
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の

授
業
で
取
り
組
む
﹁
ジ
ャ
コ
ラ

ン
タ
ン
作
り
﹂
に
使
用
す
る
パ

ン
プ
キ
ン
を
選
ん
だ
り
、
自
分

た
ち
よ
り
も
ず
っ
と
背
の
高

い
コ
ー
ン
が
立
ち
並
ぶ
、
フ
ァ

ー
ム
の
40
周
年
記
念
バ
ー
ジ

ョ
ン
の
コ
ー
ン
メ
イ
ズ
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
す
る
な
ど
、

秋
の
自
然
や
文
化
を
満
喫
し

た
。﹁
形
の
い
い
パ
ン
プ
キ
ン

が
取
れ
た
よ
﹂﹁
メ
イ
ズ
は
大

き
く
て
、
初
め
は
不
安
だ
っ
た

け
れ
ど
、
グ
ル
ー
プ
で
力
を
合

わ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
全
部
回
れ
た
よ
﹂
な
ど
、
目

を
輝
か
せ
て
語
り
合
う
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
印
象
的
な
一

日
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

か
ぼ
ち
ゃ
狩
り

　

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校 (

高
畑
誠

校
長)

は
10
月
15
日
、
秋
晴
れ

の
も
と
幼
児
部
キ
ャ
ン
プ
ご
っ

こ
を
実
施
し
た
。
先
生
達
が
模

し
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
グ
リ
ル
、
自
分
た

ち
で
形
取
っ
た
魚
釣
り
、
ク
ッ

キ
ン
グ(

お
ま
ま
ご
と)

、
テ

ン
ト
遊
び
、
フ
ラ
フ
ー
プ
遊
び

の
5
つ
の
ブ
ー
ス
を
用
意
。
子

ど
も
達
は
思
い
思
い
の
ブ
ー

ス
で
キ
ャ
ン
プ
に
興
じ
て
い

た
。
な
か
で
も
テ
ン
ト
は
人
気

が
高
く
、
子
ど
も
達
は
中
に
入

る
と
興
奮
気
味
に
飛
び
回
っ
て

い
た
。
担
任
か
ら
﹁
小
さ
い
中

で
走
り
回
る
と
ど
う
な
り
ま
す

か
？
﹂
と
諸
注
意
を
う
け
て
い

た
子
ど
も
達
だ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
普
段
室
内
で
の
遊
び
と
は

違
っ
た
屋
外
で
の
﹁
キ
ャ
ン
プ

ご
っ
こ
﹂
に
子
ど
も
達
は
興
奮

し
き
り
だ
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
で

楽しいキャンプごっこ

https://www.joes.or.jp/
tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://starchildny.com/
https://japaneseschool.org
https://www.bozubrooklyn.com/
https://j
https://j
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
の
第
10
回
〜kajik-

is artist show

〜
３
年
ぶ
り

の
公
演
を
無
事
に
終
え
ま
し

た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
事
情
で
開

催
は
無
理
か
も
と
諦
め
る
頃
に

唐
津
の
小
中
学
校
の
同
級
生
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
開

催
に
至
る
迄
の
資
金
集
め
や
出

演
者
を
厳
正
に
人
選
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
コ
ロ
ナ
禍

に
物
価
の
高
騰
と
円
安
を
実
感

し
ま
す
。
ご
来
場
頂
い
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
皆
さ
ん
に
は

 

梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

48

カ
ー
ネ
ギ
ー
公
演
を
末
長
く

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

無
料
招
待
で
の
こ
の
国
際
イ
ベ

ン
ト
は
ハ
ワ
イ
か
ら
始
ま
り
15

年
間
以
上
に
及
び
ま
す
、
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
公
演
か
ら
帰
国

後
、
早
速
Ｊ
Ｒ
の
１
５
０
周
年

を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
で
﹃
汽
笛
一

声
新
橋
の
〜
﹄
の
新
橋
駅
広
場

で
り
ん
と
も
シ
ス
タ
ー
ズ
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
か
ら
の
帰
国

直
後
で
も
自
信
に
溢
れ
て
い
つ

も
の
﹃
ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
﹄
の

曲
目
は
心
地
よ
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
れ
た

松
平
健
さ
ん
も
最
近
は
マ
ツ
ケ

ン
サ
ン
バ
で
ビ
ッ
グ
カ
メ
ラ
の

Ｃ
Ｍ
や
今
話
題
の
テ
レ
ビ
の
現

代
劇
に
出
演
と
お
忙
し
い
よ
う

で
す
。
り
ん
と
も
の
妹
さ
ん
の

ト
モ
さ
ん
が
私
達
の
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
の
が
ご
縁

に
な
り
ま
し
た
。
是
非
に
松
平

健
さ
ん
を
次
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
お
連
れ
し
た
い
も
の
で
す
。

時
代
劇
の
俳
優
さ
ん
と
言
え
ば

私
の
母
が
78
歳
の
と
き
私
が
パ

ニ
ッ
ク
症
に
な
り
九
州
か
ら
横

浜
に
駆
け
つ
け
て
そ
の
ま
ま
自

宅
近
所
に
住
ん
で
く
れ
ま
す
。

俳
優
杉
良
太
郎
さ
ん
の
大
フ
ァ

ン
で
母
の
生
き
が
い
で
す
。
横

浜
か
ら
必
ず
全
国
公
演
に
つ
い

て
回
り
ま
す
。
介
護
施
設
に
入

り
91
歳
の
頃
に
肝
臓
癌
の
末
期

と
診
断
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で

は
毎
日
杉
良
太
郎
さ
ん
の
テ
ー

プ
と
ビ
デ
オ
で
音
楽
と
映
像
を

１
日
中
聞
い
た
り
見
て
い
ま
し

た
。
92
歳
の
時
に
﹃
こ
れ
が
治

っ
た
ら
１
０
０
歳
で
も
１
２
０

歳
ま
で
も
行
く
よ
ね
﹄
と
ニ
コ

ッ
と
笑
顔
で
い
い
ま
す
。
そ
し

て
亡
く
な
り
ま
す
。
晩
年
の
寂

し
さ
と
孤
独
は
エ
ン
タ
メ
三
昧

で
支
え
ら
れ
た
人
生
で
す
。
人

に
は
現
実
を
逃
避
さ
せ
喜
び
を

与
え
る
ア
イ
ド
ル
は
い
か
に
大

事
か
痛
感
し
ま
す
。
掛
か
る
費

用
も
私
の
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は

ロ
ビ
ー
に
舞
台
に
花
装
飾
費
用

を
捻
出
協
力
し
て
く
れ
た
佐
賀

県
伊
万
里
市
の
市
民
フ
ラ
ワ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
回
出
演
の

声
楽
家
和
嶋
静
代
さ
ん
と
女
性

市
議
会
議
員
の
お
二
人
が
市
民

へ
と
協
力
金
を
集
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
市
長
へ

ご
挨
拶
で
す
。
隣
り
街
の
私
の

地
元
佐
賀
県
唐
津
市
は
同
級
生

の
商
工
会
の
上
田
君
や
市
会
議

員
の
進
藤
君
ら
が
地
元
の
大
手

企
業
に
呼
び
か
け
て
応
援
し
て

く
れ
ま
し
た
。
有
り
難
い
で

す
。﹃
花
と
音
楽
の
街
へ
﹄
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
街
興
し
で
立
ち

上
げ
こ
の
こ
の
興
行
を
支
え
て

て
く
れ
て
ま
す
。
１
０
０
歳
の

時
代
を
今
一
度
輝
い
て
生
き
て

く
行
く
と
誓
い
な
が
ら
次
回
の

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
開
催
へ
の

段
取
り
に
入
り
ま
す
。
花
と
音

楽
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
組
織
を

作
り
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

のkajikis artist show

を

開
催
す
る
。
生
涯
で
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
す
ね
。　

 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

　

市
民
の
社
会
参
加
推
進
と
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目

的
に
活
動
す
る
非
営
利
法
人

﹁N
Y

 de V
olunteer

﹂
の
協

力
の
も
と
、
10
月
初
旬
に
石
川

県
立
金
沢
泉
丘
高
等
学
校
の
２

年
生
39
人
が
体
験
・
実
地
型
の

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
体
験
し
た
。

　

１
日
目
は
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｉ
Ｔ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
、
ア

バ
ナ
ー
ド
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪

問
。
事
業
紹
介
や
最
新
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
体
験
、
さ
ま
ざ
ま
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
社

員
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
、
異
な
る
価
値

観
を
持
つ
人
が
集
ま
っ
て
働
く

こ
と
や
異
国
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
楽
し
む
姿
勢
を
学
ん
だ
。
パ

ー
ソ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
自
分

を
客
観
的
に
分
析
し
短
時
間
で

効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法

を
学
び
、
そ
の
後
行
っ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
で
実
践
し
た
。

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
講
演
で
は
、
ア

バ
ナ
ー
ド
社
員
・
高
良
智
子
さ

ん
と
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所

で
働
く
弁
護
士
の
浦
野
祐
介
さ

ん
か
ら
話
を
聞
き
、
自
ら
行
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
海
外
で

自
分
の
強
み
を
活
か
し
て
活
躍

す
る
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

　

２
日
目
は
、
Ｎ
Ｙ
近
辺
の
大

学
生
と
ア
バ
ナ
ー
ド
社
員
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
総
勢
31
人
と
の
交
流

会
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
連

想
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
、
そ

の
後
社
会
課
題
に
つ
い
て
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
方

法
や
日
本
の
子
供
達
に
楽
し
ん

で
勉
強
し
て
も
ら
う
方
法
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
切
り
口
の
研
究
が

多
く
、
大
学
生
た
ち
も
感
心
し

て
い
た
。
短
い
期
間
な
が
ら
も

﹁
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

た
こ
と
で
留
学
や
海
外
で
の
就

職
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
﹂

と
話
す
生
徒
も
お
り
、
多
く
の

学
び
を
得
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

N
Y

 d
e

 V
o

lu
n

te
e

r 
President 

寺
田
和
美
氏
は

﹁
な
ん
で
も
リ
モ
ー
ト
で
出
来

る
便
利
な
世
の
中
に
な
り
ま
し

た
が
、
人
の
交
流
に
お
い
て
や

は
り
対
面
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大

き
い
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
日

本
の
学
生
の
み
な
さ
ん
に
世
界

に
飛
び
立
つ
き
っ
か
け
を
提
供

で
き
れ
ば
幸
い
で
す
﹂
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

石川県立金沢泉丘高等学校

グローバルキャリア教育体験

　

米
国
ゼ
ブ
ラ
社
協
賛
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
主

催
の
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル 

２
０
２
３
年
度
の
開
催
日
程
が

次
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。
各

課
題
の
発
表
時
に
掲
載
に
な
る

応
募
規
定
を
参
照
と
し
、
同
号

に
記
載
の
あ
る
応
募
締
め
切
り

日
ま
で
に
作
品
を
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

︻
第
48
回 

冬
期
︼

課
題
発
表

：

２
０
２
２
年
11

月 

19
日
号

第
1
回
選
考
作
品
発
表

：

２
０
２
２
年 

12
月 

17
日 

号

第
2
回
選
考
作
品
発
表 

：

２
０
２
３
年
1 

月 

21
日 

号

︻ 

第
49
回 

春
期
︼

課
題
発
表

：

２
０
２
３
年
2

月 

11
日
号

第
1
回
選
考
作
品
発
表

：

２
０
２
３
年 

3
月 

11
日 

号

第
2
回
選
考
作
品
発
表

：

２
０
２
３
年
4
月 

8
日 

号

︻
第
50
回 

夏
期
︼

課
題
発
表

：

２
０
２
３
年
5

月 

13
日
号

第
1
回
選
考
作
品
発
表

：

２
０
２
３
年 

6
月 

10
日 

号

第
2
回
選
考
作
品
発
表 

：

２
０
２
３
年
7
月 

8
日 

号

︻
第
51
回 

秋
期 

︼

課
題
発
表

：

２
０
２
３
年
8

月 

26
日
号

第
1
回
選
考
作
品
発
表

：

２
０
２
３
年 

9
月 

16
日 

号

第
2
回
選
考
作
品
発
表 

：

２
０
２
３
年
10
月 

14
日 

号

▽ 

２
０
２
３
年
度
年
間
大
賞
・

団
体
賞
の
発
表

：

２
０
２
４
年 

1
月
1
日 

新
年
特
別
合
併
号

　

諸
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

nyseikatsu.com

ま
た
は
電

話
２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９

ま
で
。

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル

来
年
度
の
開
催
日
程
が
決
ま
る
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わ
た
し
は
こ
の
前
、
ワ
シ

ン
ト
ン
D
C
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
わ
た
し
は
リ
ン
カ
ー

ン
メ
モ
リ
ア
ル
や
、
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
や
、
ワ
シ
ン
ト
ン

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
、
国
会
ぎ

じ
ど
う
な
ど
を
見
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
リ
ン
カ
ー
ン
が

し
た
こ
と
や
、
昔
の
せ
ん
そ

う
の
こ
と
や
、
黒
人
や
ど
れ

い
に
つ
い
て
習
い
ま
し
た
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
は
う
ん

よ
く
庭
の
見
学
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

今
ま
で
の
大
と
う
り
ょ
う
の

写
真
や
大
と
う
り
ょ
う
の
家

族
が
植
え
た
木
や
花
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
い
う
体
け
ん

を
し
て
、
わ
た
し
は
ア
メ
リ

カ
の
れ
き
し
を
も
っ
と
学
び

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
わ
た
し
は
、
今
年
の
目
ひ

ょ
う
を
ア
メ
リ
カ
の
れ
き
し

に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
わ
た
し
は
今

年
ア
メ
リ
カ
の
大
と
う
り
ょ

う
や
有
名
な
場
所
や
昔
起
こ

っ
た
で
き
事
に
つ
い
て
の
本

を
読
ん
だ
り
、
え
い
が
を
見

た
り
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
色
ん
な
場
所
に

り
ょ
こ
う
に
行
っ
て
ア
メ
リ

カ
の
れ
き
し
を
習
い
た
い
で

す
。

　

本
は
月
一
さ
つ
読
み
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
や
、

リ
ン
カ
ー
ン
や
、
ト
マ
ス
・

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
本
を
読

み
た
い
で
す
。
り
ょ
こ
う
に

行
け
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
も
う
一
度
ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
に
行
っ
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
の
中
に
入
っ
た
り
、
は

く
物
館
に
行
っ
た
り
し
た
い

で
す
。
ほ
か
に
は
、
ボ
ス
ト

ン
や
、
リ
ン
カ
ー
ン
が
生
ま

れ
た
家
や
、
ア
メ
リ
カ
の
南

の
方
に
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶
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夏
の
は
じ
め
に
、
マ
セ
ラ

テ
ィ
と
い
う
犬
の
里
親
に
な

り
ま
し
た
。
里
親
に
な
る
と

い
う
の
は
、
一
定
の
期
間
だ

け
、
家
の
な
い
犬
を
あ
ず
か

る
こ
と
で
す
。
虫
が
お
な
か

の
中
に
い
た
の
で
、
と
く
べ

つ
な
食
物
を
あ
げ
ま
し
た
。

セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
に
つ

れ
て
い
っ
て
あ
そ
ん
だ
り
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
朝
は
学

校
へ
行
く
バ
ス
ま
で
つ
い
て

き
て
、
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
あ
と
、
わ
る
い
こ
と

が
一
つ
あ
り
ま
し
た
。
六
月

二
十
七
日
に
、
日
本
に
行
く

は
ず
だ
っ
た
の
に
、
ど
う
し

て
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

そ
の
二
日
前
に
、
マ
マ
が
コ

ロ
ナ
に
か
か
り
ま
し
た
。
五

日
ぐ
ら
い
で
な
お
り
ま
し
た

が
、
次
は
パ
パ
、
そ
し
て
ぼ

く
が
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
み
ん
な
病
院
に

は
行
か
ず
に
す
ん
で
よ
か
っ

た
で
す
。

　

七
月
十
一
日
に
、
や
っ
と

日
本
へ
行
け
ま
し
た
。
日
本

で
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、

山
の
上
の
ホ
テ
ル
に
と
ま
っ

て
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
で
黒
部

ダ
ム
へ
行
き
ま
し
た
。
ダ
ム

の
上
に
登
っ
て
下
を
見
る
と
、

と
て
も
高
く
て
、
体
中
が
、

ス
ー
ッ
と
し
ま
し
た
。
日
本

で
一
番
大
き
な
ダ
ム
と
い
う

こ
と
が
、
体
で
わ
か
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
帰

っ
て
来
た
ら
、
オ
ー
ル
ド
グ

リ
ニ
ッ
ジ
に
住
む
お
友
だ
ち

の
家
へ
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

庭
に
に
わ
と
り
を
か
っ
て
い

ま
し
た
。
二
階
か
ら
落
と
し

て
も
、平
気
で
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
日
お
友
だ
ち
の
マ
マ
が

作
っ
た
さ
く
を
か
る
が
る
と

ジ
ャ
ン
プ
し
て
こ
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
さ
く
は
、

ぼ
く
の
こ
し
ぐ
ら
い
ま
で
あ

り
ま
し
た
。
す
ご
く
た
か
く

ジ
ャ
ン
プ
で
き
る
ん
だ
な
と
、

思
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
思
い
出
が
で
き

た
楽
し
い
夏
休
み
で
し
た
。

　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ﹁
夏
の
で
き
ご
と
﹂

　
　
　
ア
ル
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
村
　
知
之

 ﹁
四
年
生
に
な
っ
て

　
　

が
ん
ば
り
た
い
こ
と
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
ノ
ヴ
ァ

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
で

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
毎
日

ご
飯
に
こ
ま
っ
て
い
る
人
だ
け

で
は
な
く
、
今
ま
で
住
ん
で
い

た
家
も
失
く
し
て
し
ま
っ
た
人

た
ち
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
悲
し
い
出
来
事
を
一
生
忘
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
ほ
ど
、
心

を
い
た
め
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
戦
争
は

絶
対
に
起
こ
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
み
ん
な
が
平
和
に
く
ら
せ

る
世
界
に
な
り
、
戦
争
と
い
う

も
の
が
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
３
年
︶

　

わ
た
し
が
小
学
３
年
生
の

８
さ
い
の
と
き
、
父
の
仕
事

の
た
め
に
家
族
み
ん
な
で
日

本
に
行
き
ま
し
た
。
日
本
の

生
活
が
始
ま
っ
た
ら
、
わ
た

し
た
ち
き
ょ
う
だ
い
は
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
学
校

で
は
、
日
本
語
の
授
業
も
あ

り
ま
し
た
。
新
し
い
学
校
生

活
に
な
れ
る
ま
で
は
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
日
本
や
、
日
本

語
の
勉
強
は
大
す
き
で
し
た
。

　

日
本
語
の
授
業
で
は
、
み

そ
し
る
と
ご
は
ん
を
食
べ
る

け
い
け
ん
も
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
、

と
て
も
ふ
し
ぎ
な 

で
き
こ
と

で
し
た
。

　

日
本
語
は
と
て
も
む
ず
か

し
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
３

し
ゅ
る
い
の
文
字
が
あ
る
か

ら
で
す
。
ひ
ら
が
な
と
カ
タ

カ
ナ
と
漢
字
で
す
。
こ
の
中

で
、
い
ち
ば
ん
ふ
く
ざ
つ
な

文
字
は
漢
字
で
す
。
わ
た
し

は
、
漢
字
が
に
が
て
で
す
。

だ
け
ど
、
漢
字
を
と
く
い
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
漢
字

を
し
っ
か
り
と
つ
か
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

日
本
語
が
じ
ょ
う
ず
に
な

っ
た
ら
、
日
本
の
学
校
の
先

生
に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

 「私と日本と漢字」
　　　テネシー州ハーペス・ホールスクール中２

　　　　　　　　　　ハガティ　クリスティン

　

ぼ
く
は
、﹁
ラ
ン
ド
セ
ル
は

海
を
こ
え
て
﹂
は
か
な
し
い
け

れ
ど
し
あ
わ
せ
な
話
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

か
な
し
い
と
思
っ
た
理
由
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
教
科
書

も
ノ
ー
ト
も
な
い
し
校
舎
も
つ

く
え
も
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ

に
生
ま
れ
て
か
ら
五
さ
い
に
な

る
前
に
空
腹
や
病
気
で
死
亡
し

て
し
ま
う
子
供
が
多
い
か
ら
で

す
。

　

し
あ
わ
せ
な
話
で
も
あ
り
ま

し
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
送
っ
た

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
子
供
が

学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
じ
ょ
う

ぶ
な
の
で
、
つ
く
え
の
代
わ
り

に
使
え
ま
す
。
そ
れ
に
ラ
ン
ド

セ
ル
を
せ
お
っ
た
子
供
が
い
る

と
、
学
校
に
行
っ
て
い
な
い
子

供
の
親
が
自
分
の
子
供
も
学
校

に
行
か
せ
た
い
と
思
う
か
ら
で

す
。

　

日
本
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
お
く
る
こ
と

は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
９
年
４
か
月
︶

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 「アフガニスタンの
　　　　　ランドセル」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４

　　　　　　　　　　　　　　フックス　エイドリアン

　

ぼ
く
の
毎
日
の
生
活
は
、
と

て
も
幸
せ
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

毎
日
に
学
校
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
し
、
家
で
は
母
の
お

い
し
い
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ぼ
く

は
、
テ
ネ
シ
ー
州
に
住
ん
で

い
る
の
で
、
よ
く
雨
が
降
り

ま
す
。
で
す
が
、
家
に
は
屋

根
が
あ
る
の
で
、
雨
に
ぬ
れ

る
こ
と
も
な
く
快
適
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
ぼ
く
と
は
真
反

対
の
生
活
を
し
て
い
る
人
が

 ﹁
み
ん
な
が
平
和
に

　
　

く
ら
せ
る
世
界
へ
﹂

　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邉
　
裡
公

http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
https://jp.lyceumkennedy.org/
http://www.newjersryjapaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ハ
ー
レ
ム
西
側
に
位
置
す
る
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ハ
イ

ツ
。 

１
９
５
０
年
代
は
ア
ー
ト
や
音
楽
の
復
興
﹁
ハ
ー
レ
ム
・
ル
ネ

サ
ン
ス
﹂
で
名
を
馳
せ
た
歴
史
的
な
エ
リ
ア
だ
が
、
70
年
代
に
は
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
周
辺
の
治
安
が
悪
化
。
だ
が
最
近
は
洒
落

た
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
並
び
、
ヒ
ッ
プ
な
エ
リ
ア
に
姿
を
変
え
つ

つ
あ
る
。
週
末
に
は
ブ
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
若
者
達
で
賑
わ
い
、
夏
場
に

は
街
角
で
ジ
ャ
ズ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
達
の
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

通
り
に
は
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
校
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
︶
の

学
生
達
が
忙
し
そ
う
に
行

き
来
す
る
。
学
業
に
追
わ

れ
多
忙
な
毎
日
を
送
る
彼

ら
が
、
友
人
と
シ
ェ
ア
す

る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
ア

パ
ー
ト
が
理
想
的
と
い
え

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

１
３
９
丁
目
と
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の

角
、﹁
校
門
か
ら
徒
歩
30
秒
﹂

の
距
離
に
あ
る
、
こ
の
３

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
は
そ
ん
な

学
生
達
の
理
想
が
多
く
叶

え
ら
れ
た
物
件
と
言
え
そ

う
だ
。
も
ち
ろ
ん
１
１
６

丁
目
に
正
門
を
構
え
る
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
へ
も
地
下
鉄
で
２
駅
の
楽
々
通
学
圏
内
だ
。
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
15
分
ほ
ど
で
行
け
る
の
で
通
勤
に
も
便
利
。

　

通
り
に
面
し
て
い
な
い
ユ
ニ
ッ
ト
な
の
で
、
意
外
な
ほ
ど
﹁
静
か
﹂

で﹁
日
当
た
り
が
良
い
﹂。こ
れ
な
ら
確
か
に
勉
強
に
専
念
で
き
そ
う
だ
。

﹁
各
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
に
た
っ
ぷ
り
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
﹂
が
あ
る
の
も
嬉
し

い
。
多
忙
な
学
生
の
垂
涎
ア
イ
テ
ム
﹁
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
・
ド
ラ
イ
ヤ
ー

と
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
﹂
に
加
え
﹁
半
バ
ス
ル
ー
ム
あ
り
﹂。

﹁
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
た
て
﹂﹁
窓
付
き
の
バ
ス
ル
ー
ム
で
バ
ス
タ
ブ
は
深
め
﹂

こ
の
二
つ
は
必
須
条
件
で
は
な
い
け
れ
ど
、
誰
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
プ

ラ
ス
だ
。
そ
し
て
最
後
に
﹁
仲
介
手
数
料
な
し
﹂
も
ク
リ
ア
。
レ
ン
ト

価
格
は
３
３
０
０
ド
ル
。
シ
ェ
ア
物
件
と
し
て
は
な
か
な
か
の
好
条
件

だ
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
４
５
６
・
７
０
９
８
、

Ｅ
メ
ー
ル
はhiroshi@

livingN
Y

.com
 

キ
シ
ロ
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
リ
ビ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶

勉
強
に
専
念
し
た
い
と
い
う

学
生
達
に
適
し
た
ア
パ
ー
ト

　

11
月
６
日
︵
日
︶
に
行
わ
れ

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
・
マ

ラ
ソ
ン
︵
主
催
・
Ｎ
Ｙ
Ｒ
Ｒ=

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
ー
ド
ラ
ン

ナ
ー
協
会
︶
。
ス
タ
ー
ト
は
ベ

ラ
ゾ
ノ
・
ナ
ロ
ー
ズ
橋
で
、
午

前
８
時
の
車
椅
子
プ
ロ
ラ
ン
ナ

ー
か
ら
始
ま
り
、
女
性
プ
ロ
ラ

ン
ナ
ー
は
８
時
40
分
、
男
子
プ

ロ
ラ
ン
ナ
ー
は
９
時
５
分
。
そ

の
後
、
一
般
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ラ

ン
ナ
ー
が
25
分
間
隔
で
５
波
に

分
け
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
26
・
２
マ

イ
ル
︵
42
・
１
９
５
キ
ロ
︶
で

市
内
の
全
５
区
を
通
過
す
る
。

今
年
の
注
目
選
手
は
マ
ラ
ソ
ン

の
前
日
本
記
録
保
持
者
で
昨
夏

の
東
京
五
輪
で
は
６
位
に
入
賞

し
た
大
迫
傑
︵
31
︶
選
手
だ
。

今
年
２
月
に
引
退
を
表
明
し
た

が
、
撤
回
。
復
帰
後
初
の
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
と
な
る
。

　

ベ
ラ
ゾ
ノ
橋
の
ス
タ
テ
ン
ア

イ
ラ
ン
ド
側
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
４
番
街
な
ど
を
使
っ
て
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
を
北
上
、
プ
ラ
ス

キ
ー
橋
を
渡
っ
て
ク
イ
ー
ン
ズ

に
入
る
。
ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
ー

橋
を
渡
っ
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

入
る
と
１
番
街
を
北
上
し
橋
を

渡
っ
て
ブ
ロ
ン
ク
ス
に
。
マ
デ

ィ
ソ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
橋
を
渡
っ

て
再
び
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
入

り
、
５
番
街
を
南
に
下
り
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
中
を
走
る
。

59
丁
目
で
右
折
し
て
コ
ロ
ン
バ

ス
サ
ー
ク
ル
ま
で
走
る
。
サ
ー

ク
ル
で
右
折
し
て
再
び
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
に
入
り
、
ウ
エ
ス

ト
ド
ラ
イ
ブ
を
北
上
し
て
す
ぐ

の
67
丁
目
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

︵
ゴ
ー
ル
︶
と
な
る
。

　

沿
道
で
の
お
も
な
観
戦
ポ
イ

ン
ト
は
▽
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
１

番
街
＝
観
客
が
歩
道
に
ず
ら
り

と
並
び
、
声
援
が
も
っ
と
も
盛

り
上
が
る
地
点
の
一
つ
。
通
り

の
バ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
お
祭

り
気
分
。
▽
５
番
街
東
90
丁
目

か
ら
１
０
５
丁
目
︵
23
〜
24
マ

イ
ル
地
点
︶
＝
ラ
ン
ナ
ー
が
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
入
る
前
に

応
援
で
き
る
エ
リ
ア
。

　

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
︵
ゴ
ー
ル
︶

は
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
か
ら

パ
ー
ク
内
の
ウ
エ
ス
ト
ド
ラ

イ
ブ
に
入
る
と
す
ぐ
の
67
丁

目
。
一
般
観
客
は
以
下
の 

２

つ
の
方
法
で
ゴ
ー
ル
を
観
戦
で

き
る
。
①
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ン
ド

座
席
＝
事
前
にE

ventbrite.
com

で
チ
ケ
ッ
ト
入
手
︵
54
・

25
ド
ル
︶。
西
66
丁
目
コ
ロ
ン

バ
ス
街
か
ら
入
る
。
②
立
ち
見

エ
リ
ア
＝
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

内
の
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
か

ら
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ン
ド
の
南
端

ま
で
の
ゴ
ー
ル
手
前
約
５
０
０

フ
ィ
ー
ト(

約
１
５
０
メ
ー
ト

ル
︶
の
間
。
状
況
に
応
じ
人
数

制
限
あ
り
。
座
席
は
な
く
椅
子

の
持
ち
込
み
も
禁
止
。
グ
ラ
ン

ド
ス
タ
ン
ド
の
北
側
は
立
ち
入

り
禁
止
。
西
側
か
ら
は
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
の
西
61
丁
目
ま
た
は

西
62
丁
目
か
ら
、
東
側
か
ら
は

ヘ
ク
シ
ャ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド - 

キ

ッ
ク
ボ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
＃
３

側
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
パ
ス

を
通
っ
て
入
る
。
す
べ
て
の
入

口
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
あ
り
。

Ｎ
Ｙ
マ
ラ
ソ
ン
６
日
に
開
催

沿
道
か
ら
応
援
で
き
る
場
所

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
な
ら
１
番
街

https://www.redacinc.com/
mailto:hiroshi@livingNY.com
mailto:hiroshi@livingNY.com
mailto:hiroshi@livingNY.com
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皆

さ

ん

は
﹁G

ratitude 
Journal

﹂
と
い
う
言
葉
を
お

聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
日
本
語
に
す
る

と
﹁
感
謝
の
気
持
ち
日
記
﹂
と

な
り
ま
す
。
近
年
ア
メ
リ
カ
の

心
理
学
分
野
で
注
目
さ
れ
研
究

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
︵Positive 

Psychology)

の
研
究
で
は
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
を

習
慣
化
す
る
こ
と
で
、
人
生
の

幸
福
感
や
心
の
健
康
度
︵W

ell-
being

︶
が
高
ま
る
こ
と
、
体

の
健
康
も
促
進
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
人
間
関
係
に
も
プ
ラ
ス
に

働
く
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

や
り
方
は
簡
単
で
す
。
ま
ず

は
感
謝
の
気
持
ち
ジ
ャ
ー
ナ
ル

用
の
ノ
ー
ト
を
用
意
し
、
そ
こ

に
定
期
的
に
︵
週
に
一
度
、
3

日
に
一
度
な
ど
︶
、
自
分
が
感

謝
の
気
持
ち
を
感
じ
た
こ
と
を

３
つ
か
ら
５
つ
ほ
ど
選
び
、
15

分
程
度
使
っ
て
書
き
と
め
ま

す
。
自
分
や
家
族
が
健
康
で
い

ら
れ
る
こ
と
、
新
し
い
レ
シ
ピ

に
挑
戦
し
た
ら
家
族
が
喜
ん
で

く
れ
た
、
朝
の
忙
し
い
ラ
ッ
シ

ュ
時
に
見
知
ら
ぬ
人
が
ド
ア
を

開
け
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
な

ど
、
些
細
な
こ
と
で
も
よ
い
の

で
書
き
と
め
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

仕
事
で
困
っ
て
い
た
ら
自
分
も

多
忙
な
同
僚
が
力
を
貸
し
て
く

れ
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
し

た
な
ど
の
大
き
な
出
来
事
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
そ
れ

ら
の
出
来
事
に
よ
り
自
分
が
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
か
に
目

を
向
け
、
再
び
そ
の
気
持
ち
を

感
じ
な
が
ら
書
く
よ
う
に
し
て

み
る
と
尚
効
果
的
で
す
。
字
を

き
ち
ん
と
書
く
こ
と
や
文
法
な

ど
に
気
を
と
ら
れ
ず
、
頭
に
浮

か
ん
だ
こ
と
を
そ
の
ま
ま
自
由

に
書
き
と
め
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

ノ
ー
ト
に
書
く
以
外
に
も
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
に
タ
イ
プ

し
た
も
の
を
保
存
す
る
の
で
も

よ
い
と
思
い
ま
す
。
家
族
に
対

す
る
感
謝
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

相
手
に
送
る
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
あ
る
い
は
毎
日
夕
食
時
に

家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
日
あ
っ

た
感
謝
を
感
じ
た
出
来
ご
と
を

報
告
し
あ
う
の
も
効
果
的
で

す
。
ま
た
﹁
お
母
さ
ん
の
料
理
、

今
日
も
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
﹂
な
ど
と

家
族
で
互
い
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
言
葉
で
伝
え
あ
う
の
も
と

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
の
思
考
と
感
情
と
行
動
は

相
互
的
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
は
ス
ト
レ
ス
が

高
い
状
態
に
い
る
と
、
周
り
の

人
や
物
事
を
見
る
目
が
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
偏
り
が
ち
で
す
︵
否
定

的
、
批
判
的
他
︶
。
す
る
と
イ

ラ
イ
ラ
や
落
ち
込
み
な
ど
の
感

情
が
起
こ
り
、
気
分
も
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
な
り
や
す
い
で
す
。
そ

し
て
そ
れ
は
行
動
に
も
悪
影
響

し
ま
す
︵
例
え
ば
子
ど
も
を
注

意
す
る
口
調
が
ト
ゲ
ト
ゲ
し
く

な
る
な
ど
︶
。
そ
の
結
果
、
子

ど
も
の
方
で
も
反
発
し
暴
言
が

出
る
と
い
う
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
行
動
が
起
こ
り
や
す
い
で

す
。
す
る
と
更
に
自
分
の
物
の

見
方
や
思
考
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

な
る
と
い
う
﹁
思
考
・
気
分
・

行
動
の
悪
循
環
﹂
が
起
こ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
自
分
の
周
り
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
出
来
事
に
気
づ

き
、
感
謝
の
気
持
ち
を
書
き
と

め
る
こ
と
を
続
け
る
こ
と
で
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
も
っ
と
周
り
の
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
こ
と
、
感
謝
で
き
る
こ

と
に
気
づ
け
る
よ
う
に
な
り
、

自
身
の
中
の
思
考
・
感
情
・
行

動
の
悪
循
環
が
ス
ト
ッ
プ
し
、

逆
に
好
循
環
に
回
転
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
悪
循
環
が
起
こ

っ
て
い
た
あ
る
ご
家
庭
で
、
母

親
が
毎
晩
１
日
の
終
わ
り
に
、

そ
の
日
子
ど
も
に
対
し
感
謝
の

気
持
ち
を
感
じ
た
こ
と
と
お
礼

の
言
葉
を
簡
単
な
メ
モ
書
き
に

し
︵﹁
今
日
は
お
か
た
づ
け
が

上
手
に
で
き
た
ね
、
嬉
し
か
っ

た
よ
、
あ
り
が
と
う
﹂
な
ど
︶

子
ど
も
の
就
寝
後
枕
も
と
に
置

く
こ
と
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
朝
が
苦
手
で
何
度
も

起
こ
し
て
や
っ
と
不
機
嫌
に
起

き
て
来
て
い
た
子
ど
も
が
、
そ

れ
を
始
め
た
後
自
ら
き
げ
ん
よ

く
起
き
て
く
る
よ
う
に
な
り
、

毎
朝
家
族
皆
が
気
分
よ
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
そ
の
よ
う
に
１
日
に

１
度
家
族
へ
の
感
謝
を
言
葉
や

文
字
で
伝
え
あ
う
こ
と
で
、
互

い
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
感
情
が
強
ま
り
、
家

族
関
係
が
良
く
な
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
長
引
く

中
、
世
界
中
で
メ
ン
タ
ル
な
問

題
や
症
状
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
自
分
自
身
や
家

族
の
心
の
健
康
を
保
て
る
よ
う

工
夫
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
の

方
法
は
い
つ
で
も
短
時
間
で

行
え
ま
す
。
是
非
ご
家
族
で

G
ratitude Journal

を
試
し

て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

ニューヨーク日本人教育審議会
教育文化交流センター・教育相談室　教育相談員

クリ二カルサイコロジスト  森真佐子相談員（Ph.D.）

「Gratitude Journal ( 感謝の気持ち
ジャーナル )」で心健やかな毎日を

 本欄への相談は

●  NY 日本人教育審議会
　教育文化交流センター
　Tel:  914-305-2411
　Fax: 914-921-0393
　info@jec-ny.org
●コメット 
　www.faminet.net/komet
　jt22461007@yahoo.co.jp

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
昨
年
に
引
き
続
き
、
米
国
ビ

ザ
最
新
動
向
に
関
す
る
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
﹁
徹
底
解
説
！
米
国
ビ
ザ

最
新
動
向
﹂
を
11
月
16
日
︵
水
︶

午
後
４
時
か
ら
開
催
す
る
。

　

米
国
ビ
ザ
取
得
・
更
新
等
に

つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁

護
士
を
務
め
、
日
々
多
く
の
日

系
企
業
か
ら
相
談
を
受
け
て
い

る
ボ
ア
ズ
麗
奈
弁
護
士
が
、
米

国
中
間
選
挙
の
影
響
に
関
す
る

予
測
と
と
も
に
解
説
す
る
。
同

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
当
日
録
画
さ

れ
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
て
後
日
掲
載
予
定
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

予
約
。
定
員
９
９
９
人
。
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
の
言
語
は
日
本

語
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
９
９
７
・
０
４
０
０
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルnya@
jetro.go.jp

︵
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
、
担
当
：

岩
渕
さ
ん
、野
上
さ
ん
︶
ま
で
。

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
が

ビ
ザ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
mailto:info@tsutech.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://kiku-ny.com
tel:9175773969
https://www.roomstyle.design/
http://www.nykoshin.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
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 EVENT　 
■ NY シティマラソン＝ 11/6　8:00  市内
5 区　毎年恒例、11 月の第 1 日曜に開催
されるマラソン大会。スタテン島をスター
トし市内 5 区を走り、セントラルパーク
でゴールする。コースなど詳細は https://
www.nyrr.org/tcsnycmarathon
■メーシーズ・サンクスギビングデー・
パレード＝ 11/24　9:00 〜 12:00　NY の
感謝祭を彩る大きなバルーンのパレード。
ルートはセントラルパーク・ウエストの
76 丁目をスタートし、コロンバスサーク
ルを左折、6 番街を 34 丁目までパレード
する。ライブ中継は NBC にて。詳細は
https://www.macys.com/social/parade/

THEATRE/DANCE
■オフブロードウエー公演「忠臣蔵〜 47
人の浪人」＝ 11/6 まで　ARTNY Theatre

（502 W 53rd St.）劇団アマテラス座によ
る、NY 邦人俳優初のオフブロードウエー
公演。1702 から 03 年にかけて江戸で起
きた赤穂浪士の事件を題材にした本格的
な侍劇。日本語で上演、英語字幕。入場料：
一般 $60、学生・シニア $30。
詳 細 は https://amaterasuza.ticketspice.
com/chushingura-47-ronin
■ ミ ュ ー ジ カ ル「Present Perfect」 ＝
11/8　19:00　54Below（254 W 54th St.）
NY の語学学校を舞台にした、英語を第 2
言語とする移民たちが主役のストーリー。
ブロードウェイを目指す日本人留学生役
として撫佐仁美さんが出演。ライブ配信
もある。チケット $35 〜（＋飲食 $25 〜）
詳細は https://54below.com/
■ラジオシティ・クリスマス・スペク
タキュラー＝ 11/18 〜 2023 年 1 月 2 日　
Radio City Music Hall（1260 Avenue of 
the Americas）NY のホリデーシーズンを
彩る風物詩、ロケッツのダンサーらによ
る華やかなラインダンスのショー。1 日
3 〜 5 回公演。入場料：$46 〜　詳細は
https://www.rockettes.com/christmas/

ART
　

■九州・中国・四国サステナブル展「Love 
Japan Project」＝ 11/10 まで　J-Collabo

（300 7th St. Brooklyn）広島平和公園の折
り鶴をリサイクルして作ったメモ帳や海
岸に流れ着いたプラスチックごみで作ら
れたクリップトレイなど、九州・中国・
四国から届いた製品を展示・販売する。
詳細は https://www.brooklynbbfl .com/
■「着物スタイル：ジョン・C・ウェバー・
コ レ ク シ ョ ン 展 」 ＝ 2023/2/20 ま で　
The Metropolitan Museum of Art（1000 
Fifth Ave.）18 世紀後期から 20 世紀初頭
に近代女性のライフスタイル。入場料：
大人 $30、シニア $22、学生 $17、NY 州
在住者と NY・NJ・CT の学生入場料任意。
詳細は https://www.metmuseum.org/

　

赤
穂
浪
士
の
事
件
を
題
材
に

し
た
本
格
的
な
侍
劇
﹁
忠
臣
蔵

〜
四
十
七
士
﹂
が
日
米
両
語
の

非
営
利
劇
団
ア
マ
テ
ラ
ス
座

︵A
M

A
T

E
R

A
SU

 ZA

、

芸

術
監
督
・
Ａ
ｋ
ｏ
＝
ア
コ
︶
に

よ
っ
て
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

の
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｙ
シ
ア
タ
ー
︵
西

53
丁
目
５
０
２
番
地
︶
で
好
評

上
演
中
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在

住
の
日
本
人
俳
優
た
ち
に
よ
る

初
め
て
の
正
式
な
オ
フ
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
公
演
。
英
語
字
幕
表

示
で
日
本
語
セ
リ
フ
の
舞
台
だ

け
に
、
出
演
者
た
ち
の
感
情
移

入
の
機
微
が
﹁
人
間
ド
ラ
マ
﹂

と
し
て
客
席
に
つ
ぶ
さ
に
伝
わ

っ
て
く
る
舞
台
だ
。

　

出
演
は
、
舞
台
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
大
石
内
蔵
助
の
妻
り
く
に

Ａ
ｋ
ｏ
＝
写
真
右
＝
、
多
門
伝

八
郎
／
中
村
勘
助
／
新
井
勘

解
由
／
土
屋
主
税
に
ヨ
シ
天

尾
、
富
森
助
右
衛
門
に
小
野
功

司
、
大
久
保
権
右
衛
門
／
原
惣

右
衛
門
／
お
喜
世 

／
寺
坂
吉

右
衛
門
に
合
田
沙
お
り
、
加
藤

越
中
守
／
大
石
内
蔵
助
に
市
川

達
生
、
大
石
主
税
／
松
の
廊
下

の
侍
に
前
嶋
利
菜
、
梶
川
与
惣

兵
衛
／
徳
川
綱
豊
／
吉
良
方
侍

に
ジ
ュ
ン
ス
エ
ナ
ガ
、
浅
野
内

匠
頭
／
堀
部
安
兵
衛
に
鈴
木
や

す
、
吉
良
上
野
介
／
田
村
右
京

太
夫
／
江
島
／
小
野
寺
十
内
に

米
倉
裕
子
、
侍
に
よ
し
む
ら
み

な
み
。
10
月
24
日
付
Ｎ
Ｙ
タ
イ

ム
ズ
紙
が
﹁
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
で

は
な
い
が
、
次
の
展
開
に
引
き

込
ま
れ
る
作
品
﹂
と
辛
口
な
が

ら
写
真
入
り
で
大
き
く
扱
っ
た

こ
と
は
、
Ｎ
Ｙ
で
の
舞
台
と
し

て
の
成
功
を
意
味
す
る
。
好
評

に
つ
き
13
日
︵
日
︶
ま
で
公
演

が
延
長
。
入
場
料
は
一
般
60
ド

ル
、
学
生
・
シ
ニ
ア
30
ド
ル
だ

が
中
学
生
と
高
校
生
は
無
料

に
な
っ
た
。
詳
細
はhttps://

am
aterasuza.ticketspice.

com
/ch

u
sh

in
g

u
ra-4

7
-

ronin

© Melinda Hall

俳優の魂が舞台に
忠臣蔵オフブロードウエー公演

好評につき期間を１週間延長

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
10
月
28
、
29
、
30
日
の
３
日

間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

活
躍
す
る
人
形
劇
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
菊
池
麻
衣
子
と
同
ス
ペ
ン

サ
ー
・
ロ
ッ
ト
に
よ
る
現
代
人

形
劇﹁
９
０
０
０
の
ペ
ー
パ
ー
・

バ
ル
ー
ン
ズ
﹂
を
上
演
し
た
。 

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
第
二
次
世
界

大
戦
終
盤
、
日
本
軍
が
和
紙
で

作
っ
た
気
球
に
爆
弾
を
吊
り
下

げ
﹁
風
船
爆
弾
﹂
を
大
量
に
製

造
、
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
に
乗
せ
て

放
っ
た
実
話
を
ベ
ー
ス
に
、
爆

弾
が
太
平
洋
を
渡
り
、
オ
レ
ゴ

ン
州
の
小
さ
な
町
の
森
の
中
に

着
地
し
て
生
ん
だ
悲
劇
を
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
自
ら
の
家
族
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
み
な
が

ら
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ス

ク
、
パ
ペ
ッ
ト
、
ラ
イ
ブ
・
ビ

デ
オ
等
複
数
の
手
法
を
融
合
し

て
表
現
、
戦
争
を
体
験
し
た
日

米
の
祖
父
た
ち
の
時
代
を
孫
の

世
代
の
作
家
が
覗
き
込
ん
で
複

雑
な
過
去
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
将
来
へ
の
前
向
き
な
姿
勢

を
独
自
の
視
点
か
ら
伝
え
た
。

卓
越
な
現
代
人
形
劇
に
客
席
か

ら
満
場
の
拍
手
が
わ
い
た
。
演

出
を
手
掛
け
た
の
は
劇
作
家
・

演
出
家
の
ア
ヤ
・
オ
ガ
ワ
。

　

29
日
終
演
後
の
﹁
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
Ｑ
＆
Ａ
﹂
で
、
菊
池
と
ロ

ッ
ト
、
オ
ガ
ワ
が
参
加
し
て
観

客
の
質
問
に
答
え
た
＝
写
真

＝
。
菊
池
は
﹁
フ
ィ
ル
ム
映
像

だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
感
情

を
、
対
面
の
人
形
劇
や
、
模
型

を
使
っ
た
３
Ｄ
の
実
写
映
像
で

表
現
し
た
か
っ
た
﹂と
語
っ
た
。

オ
ガ
ワ
は
、
作
家
２
人
の
あ
れ

も
こ
れ
も
と
溢
れ
出
る
ア
イ
デ

ア
を
極
力
削
ぎ
落
と
し
て
極
力

シ
ン
プ
ル
な
作
品
を
作
る
こ
と

を
重
視
し
た
と
語
っ
た
。
菊
池

麻
衣
子
は
イ
ラ
ス
ト
、
絵
画
、

コ
ラ
ー
ジ
ュ
、
彫
刻
、
ア
ニ
メ
、

人
形
劇
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
分

野
で
活
躍
す
る
在
Ｎ
Ｙ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
。
ス
ペ
ン
サ
ー
・
ロ
ッ

ト
は
人
形
劇
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

演
出
家
。
ア
ヤ
・
オ
ガ
ワ
は
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
で
活
動
す
る
劇
作

家
、
演
出
家
、
翻
訳
家
。

風船爆弾は時代の
気流に乗って

ジャパン・ソサエティーで現代人形劇

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
画
家

で
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

堂
園
ま
り
子
さ
ん
が
昨
年
に
続

き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
高
級
デ

パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
、
バ
ー

グ
ド
ル
フ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
︵
五

番
街
58
丁
目
︶
７
階
で
、
11
月

７
日
︵
月
︶
か
ら
12
月
31
日

︵
土
︶
ま
で
絵
画
展
﹁C

O
LO

R
 

PA
SSIO

N
 E

L
E

G
A

N
C

E

﹂

を
開
催
す
る
。

　

金
箔
と
オ
イ
ル
パ
ス
テ
ル
を

使
っ
た
独
特
の
色
調
と
マ
テ
リ

ア
ル
感
は
、
堂
園
さ
ん
が
作
り

だ
す
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
同
様
、
他

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
個

性
的
な
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
、
米

国
グ
ッ
チ
全
店
が
彼
女
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
並
べ
た

と
い
う
独
特
の
感
性
は
、
彼
女

が
手
が
け
る
絵
画
に
も
見
て
取

れ
る
。﹁
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
引

き
立
つ
よ
う
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
﹂

を
心
が
け
る
堂
園
さ
ん
ら
し
く

絵
も
強
く
自
己
主
張
す
る
の
で

は
な
く
、
掲
げ
た
空
間
が
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
に
瞬
時
に
生
ま
れ
変
わ

る
魅
力
に
溢
れ
て
い
る
。

　

今
展
で
は
10
作
品
を
展
示
す

る
が
、
昨
年
は
モ
ン
タ
ナ
か
ら

来
た
人
が
、
テ
キ
サ
ス
と
モ
ン

タ
ナ
の
自
宅
に
飾
る
た
め
６
作

品
を
一
度
に
ま
と
め
て
購
入
し

た
こ
と
か
ら
10
日
間
で
完
売
、

さ
ら
に
10
点
を
追
加
し
て
合
計

20
作
品
が
展
示
販
売
さ
れ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
同

店
が
２
年
連
続
で
同
一
作
家
の

作
品
展
を
開
催
す
る
の
は
き

わ
め
て
稀
。
作
品
の
価
格
は

１
９
０
０
ド
ル
か
ら
。

堂園まり子絵画展
COLOR PASSION 

ELEGANCE
バーグドルフ・グッドマンで

255

 　
日
本
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活

で
す
。
大
阪
な
ど
は
外
国
人
観

光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
だ
と
い
い
の
で
す
が
、

ホ

テ

ル

と

か

は
﹁G

O
 T

O
 

T
R

A
V

E
L

﹂
の
補
助
金
と
か

も
あ
っ
て
便
乗
値
上
げ
で
す
。

　

先
日
ま
で
８
０
０
０
円

だ
っ
た
大
阪
の
ホ
テ
ル
が

１
８
０
０
０
円
に
な
っ
て
い
る

と
か
で
、
私
の
友
人
は
﹁
あ
り

え
へ
ん
﹂
と
怒
っ
て
ま
し
た
。

東
京
の
ホ
テ
ル
は
、
２
倍
、
３

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
腹
立
っ
た
の
で
、
わ
た
し
は

定
宿
を
辞
め
て
安
い
ホ
テ
ル
が

無
い
か
を
探
し
て
み
ま
し
た
。

結
果
、意
外
に
も
あ
り
ま
し
た
。

ち
よ
っ
と
怪
し
い
け
れ
ど
、
料

亭
の
２
階
み
た
い
な
と
こ
ろ
と

か
。
寝
る
だ
け
な
ら
い
い
で
す

﹁
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
復
活
﹂

よ
ね
。
こ
の
際
な
の
で
そ
う
い

う
の
も
楽
し
ん
で
み
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
も
友
人
が
帰
国
し
て
い
ま

す
。み
ん
な
言
い
ま
す
。﹁
日
本
、

め
っ
ち
ゃ
安
い
﹂。
ア
メ
リ
カ

か
ら
帰
っ
て
き
た
友
人
は
、
爆

買
い
し
て
ア
メ
リ
カ
に
帰
り
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
帰
っ
て
き

た
友
人
も
、
め
っ
ち
ゃ
買
い
物

し
て
帰
る
み
た
い
で
す
。﹁
こ

れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
﹂
と
、

わ
た
し
は
思
っ
て
い
ま
す
。
給

料
が
上
が
る
政
策
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
今
の
日
本
人
に
尋
ね

る
と
、﹁
給
料
が
上
が
ら
な
く

て
も
い
い
か
ら
、
物
価
も
上
が

ら
な
い
で
欲
し
い
﹂
と
言
う
人

が
多
い
み
た
い
で
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、変
化
の
時
代
で
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
ア
ス
ト
リ
ア

の
映
像
博
物
館
は
11
月
12
日

︵
土
︶
か
ら
27
日
︵
日
︶
ま
で
、

水
俣
病
の
水
銀
中
毒
を
記
録
し

た
映
画
監
督
・
土
本
典
昭
の
回

顧
展
を
開
催
す
る
。
今
回
、
米

国
初
の
回
顧
展
と
し
て
、
彼
の

最
高
傑
作
で
あ
る﹁
不
知
火
海
﹂

を
中
心
と
す
る
水
俣
三
部
作

や
、
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
作
品
な
ど
、
12

本
の
映
画
を
上
映
す
る
。
多
く

の
作
品
が
輸
入
さ
れ
た
ア
ー
カ

イ
ブ
プ
リ
ン
ト
で
、
6
作
品
は

新
た
に
翻
訳
さ
れ
た
英
語
字
幕

付
き
で
上
映
さ
れ
る
。

　

１
９
６
４
年
、
破
壊
的
な

力
作
﹁
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 

路
上
﹂

で
世
界
の
映
画
界
に
登
場
し
た

土
本
は
、
形
式
的
な
革
新
者
と

左
翼
の
旗
手
と
し
て
注
目
を
集

め
た
が
、
次
第
に
自
ら
の
ス
タ

イ
ル
を
縮
小
し
、
作
品
を
周
囲

に
委
ね
て
い
っ
た
。
こ
の
シ
リ

ー
ズ
は
、
国
際
交
流
基
金
と
の

共
催
で
、
Ｊ
Ｆ
Ｎ
Ｙ
文
化
芸
術

助
成
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。

　

上
映
作
品
は
﹁ 

東
京
都
﹂

︵
62
年
︶、﹁
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 

路

上
﹂
︵
64
年
︶、﹁
留
学
生
チ
ュ

ア 

ス
イ 

リ
ン
﹄︵
65
︶、﹃
シ

ベ
リ
ア
人
の
世
界
﹄︵
68
︶、﹃
パ

ル
チ
ザ
ン
前
史
﹄︵
69
︶、﹃
水

俣 -

患
者
さ
ん
と
そ
の
世
界-

﹄

︵
71
︶、﹃
水
俣
一
揆 -

一
生
を

問
う
人
び
と-

﹄︵
73
︶、﹃
不

知
火
海
﹄︵1975

︶、﹃
わ
が
街

わ
が
青
春 -

石
川
さ
ゆ
り
水
俣

熱
唱-

﹄︵
78
︶、﹃
水
俣
の
図
・

物
語
﹄︵
81
︶、﹃
海
盗
り -

下

北
半
島
・
浜
関
根-

﹂︵
84
︶、

﹁
よ
み
が
え
れ
カ
レ
ー
ズ
﹂︵
熊

谷
博
子
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ

テ
ィ
ー
フ
、
土
本
典
昭
監
督
、

89
︶
な
ど
が
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト

は
15
ド
ル
︵
シ
ニ
ア
・
学
生
11

ド
ル
、
3�

17
歳
9
ド
ル
、
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
会
員
7
ド
ル
︶。

前

売

券

はm
ovingim

age.
us

で
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
。
上

映
は
、
ア
ス
ト
リ
ア
、36-

01 

35 A
ve

のM
useum

 
of th

e M
ov

in
g

 Im
ag

e

のSum
ner M

. R
edstone 

T
heater

ま

た

はC
eleste 

a
n

d
 A

rm
a

n
d

 B
a

rto
s 

Screening R
oom

。
ま
た
、

m
ovingim

age.us/series/
noriaki-tsuchim

oto

で

も

上
映
を
案
内
中
。

土
本
典
昭
の
米
国
初
の

大
規
模
な
回
顧
展
を
開
催

ア
ス
ト
リ
ア
の
映
像
博
物
館
映
画
館
で

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.brooklynbbfl
https://www.metmuseum.org/
https://www.nyrr.org/tcsnycmarathon
https://www.nyrr.org/tcsnycmarathon
https://www.macys.com/social/parade/
https://amaterasuza.ticketspice
https://54below.com/
https://www.rockettes.com/christmas/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ)

が
主
催
す
る
第
16

回
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
、
９

月
25
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で

Y
ouT

ube

公
開
さ
れ
た
ラ
イ

オ
ン
ズ
大
学
大
人
の
教
養
講
座

シ
リ
ー
ズ
４
講
師
の
講
演
内
容

を
順
次
紙
面
で
掲
載
す
る
。
第

３
回
目
の
今
週
は
、﹁D

IV
A

の
歌
声
、B

elting

発
声
法
を

使
っ
て
心
と
身
体
を
繋
げ
よ

う
﹂
と
題
し
て
福
井
県
敦
賀
市

在
住
の
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

H
yca 

さ
ん
の
講
座
か
ら
。
同

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
は
、
Ｎ
Ｙ
日

系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
企

画
、
マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ
と
マ
イ

イ
ベ
ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
協
力
し
て

開
催
し
た
。

◇

　

B
elting

発
声
法
は
、
高
音

を
地
声
感
の
ま
ま
健
康
的
に
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
発
声
す
る
歌
声

の
出
し
方
。
米
国
の
ロ
ッ
ク
、

ポ
ッ
プ
ス
、
ゴ
ス
ペ
ル
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
な
ど
で
利
用
さ
れ
て

い
る
。
音
楽
の
巨
匠
Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ａ

た
ち
の
共
通
点
は
圧
倒
的
な
存

在
感
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
。そ
れ
は
、

発
声
法
に
秘
密
が
あ
り
３
つ
の

バ
ラ
ン
ス
︵
構
成
要
素
︶
か
ら

成
る
。

　

多
く
の
人
が
気
に
す
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
数
％
か
ら
20
％
程

度
。
発
声
が
整
う
前
に
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
身
に
つ
け
て
し
ま
い
が

ち
だ
が
、
そ
れ
で
は
自
分
の
声

を
見
失
っ
て
し
ま
い
、
感
情
と

か
け
離
れ
た
歌
声
に
な
っ
て
し

ま
う
。

　

大
切
な
の
は
身
体
の
使
い
方

﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル
﹂。
す
で
に
自
分

に
備
わ
っ
て
い
る
能
力
を
使

う
。
次
に
﹁
マ
イ
ン
ド
﹂。
声

は
、
精
神
状
態
、
物
事
の
捉
え

方
、
認
知
の
バ
ラ
ン
ス
、
自
分

と
他
者
と
の
人
間
関
係
な
ど
に

深
い
関
係
が
あ
り
、
心
理
学
で

は
﹁
潜
在
意
識
が
行
動
に
大
き

く
影
響
す
る
﹂
と
言
わ
れ
て
い

る
。
思
考
は
表
層
心
理
だ
が
、

自
覚
、
無
意
識
な
の
が
深
層
心

理
。
高
音
に
対
す
る
固
定
観
念

や
歌
唱
に
対
す
る
認
識
、
囚
わ

れ
を
、
記
憶
の
書
き
換
え
に
よ

っ
て
払
拭
す
る
の
が
ベ
ル
テ
ィ

ン
グ
発
声
で
、
心
と
身
体
を
繋

げ
る
と
い
う
観
点
か
ら
人
生
を

も
変
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
自
分
自
身
の

心
の
声
に
耳
を
傾
け
る
マ
イ
ン

ド
が
重
要
。
声
量
へ
の
囚
わ
れ

か
ら
く
る
過
剰
な
喉
の
力
み

は
、
無
自
覚
で
そ
れ
は
自
分
が

感
情
を
感
じ
な
く
し
て
い
る
の

で
日
頃
か
ら
感
情
を
解
放
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。

　

具
体
的
方
法
と
し
て
身
体
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
瞑
想
と
同
じ

脱
力
状
態
に
。
細
胞
レ
ベ
ル
で

感
じ
る
こ
と
。
声
の
通
り
道
を

確
保
す
る
た
め
首
と
同
じ
太
さ

に
な
る
ま
で
喉
を
押
し
広
げ
る

イ
メ
ー
ジ
︵
あ
く
び
で
喉
が
開

く
感
覚
︶
で
。
み
ぞ
お
ち
ま
で

繋
が
る
１
本
の
太
い
パ
イ
プ
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
怒
り
な
ど
の
感

情
を
形
に
す
る
。
一
息
で
一
気

に
吐
き
出
す
。
理
性
か
ら
解
放

さ
れ
た
声
。
歌
う
時
に
は
、
自

分
の
現
在
の
体
重
よ
り
30
キ
ロ

か
ら
50
キ
ロ
増
え
た
イ
メ
ー
ジ

で
横
幅
を
感
じ
て
、
ゾ
ン
ビ
の

よ
う
な
低
い
声
を
出
す
、
一
音

一
音
に
対
し
て
感
情
を
吐
き
出

す
よ
う
に
。
音
は
全
て
後
ろ
に

あ
て
、
高
く
な
る
ほ
ど
遠
く
へ

叩
き
落
と
す
。
顔
の
輪
郭
よ
り

前
に
声
は
出
さ
な
い
。
そ
の
時

に
喉
の
前
側
や
外
側
の
筋
肉
は

使
わ
な
い
。
声
を
身
体
の
深
い

と
こ
ろ
か
ら
出
し
、
喉
は
た
だ

の
通
過
点
に
し
て
お
く
な
ど
と

解
説
し
た
。

　

﹁
嫉
妬
、
嫌
悪
感
、
罪
悪
感
、

虚
無
感
、
自
己
否
定
な
ど
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
は
潜
在
意
識
か

ら
の
サ
イ
ン
。
感
情
を
抑
圧
し

続
け
る
こ
と
は
、
行
動
の
制
限

や
生
き
づ
ら
さ
へ
と
繋
が
る
。

抑
え
つ
け
た
無
意
識
の
感
情
を

自
分
自
身
の
声
で
解
放
し
て
人

生
が
よ
り
健
康
的
で
生
き
や
す

く
な
る
よ
う
に
自
分
の
心
の
壁

を
突
き
破
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
問
い
合
わ

せ

はhttps://m
bp-japan.

com
/fukui/takeya-s95/

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ａ
ボ
ー
カ
ル
レ
ッ
ス
ン

Belting 

発
声
を
使
っ
て
、
心
と
身
体
を
繋
げ
よ
う

　

Ｎ
Ｙ
東
京
藝
大
同
窓
会
は
、

同
会
会
員
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
で
昨
年
11
月
に
52
歳
の
若
さ

で
逝
去
し
た
白
崎
彩
子
さ
ん

の
、
生
前
の
同
会
へ
の
尽
力
と

音
楽
を
通
し
た
文
化
交
流
発
展

へ
の
貢
献
を
た
た
え
、
11
月
14

日
︵
月
︶
か
ら
16
日
︵
水
︶
ま

で
、
回
顧
展
と
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。

　

会
場
は
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ブ

ル
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
東
46
丁
目

２
２
２
番
地
︶、
コ
ン
サ
ー
ト

は
16
日
︵
水
︶
午
後
７
時
30
分

か
ら
、
終
演
後
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

も
あ
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
午
後

１
時
か
ら
７
時
30
分
ま
で
。

　

白
崎
彩
子
さ
ん
は
東
京
藝
術

大
学
ピ
ア
ノ
科
を
卒
業
後
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
音
楽
院
に
て
ジ
ャ

ズ
を
学
び
、
修
了
後
は
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

世
界
各
地
で
活
動
。
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
に
て
﹁
さ
く
ら
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ス
ク
ー
ル
﹂
を
主
宰
し
、

子
ど
も
た
ち
の
音
楽
教
育
に
も

情
熱
を
注
い
だ
。

　

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

h
ttp

s://fb
.m

e/
e/1Q

5IhM
gzm

白崎彩子インメモリアム回顧展＆
トリビュートコンサート

　

絵
本
作
家
、
摩
呂
子
の
個
展

﹁SM
ILE

 is LO
V

E
,W

A

︵
和
︶ 

is LO
V

E

〜
あ
り
が
と
う
の

和
で
世
界
を
一
周
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〜
﹂
が
11
月
５
日
︵
土
︶
か

ら
10
日
︵
木
︶
ま
で
、
天
理
文

化
協
会︵
西
13
丁
目
43
Ａ
番
地
︶

で
開
催
さ
れ
る
。
４
日
︵
金
︶

午
後
６
時
30
分
か
ら
８
時
30
分

ま
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
、
自
分
の
心
臓
と

同
じ
大
き
さ
の
ハ
ー
ト
を
ク
ラ

フ
ト
で
作
る
﹁
命
の
大
き
さ
感

じ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂
と
、

小
河
恭
子
に
よ
る
日
本
の
わ
ら

べ
唄
と
高
橋
亜
紀
の
エ
レ
ク
ト

ー
ン
の
演
奏
も
行
わ
れ
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
木
曜
が
正
午
か
ら
午
後
６

時
、
土
曜
は
午
後
３
時
ま
で
、

日
曜
休
廊
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
６
４
５
・
２
８
０
０

ま
で
。

絵
本
作
家
、
摩
呂
子
Ｎ
Ｙ
個
展

天
理
文
化
で
５
日
か
ら

楽しい
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世
界
的
に
活
躍
す
る
人
形
劇

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
バ
ジ
ル
・
ツ

イ
ス
ト
を
招
い
て
、
こ
の
10
月

に
ロ
ン
ド
ン
で
世
界
初
演
を
迎

え
た
舞
台
版
﹃
と
な
り
の
ト
ト

ロ
﹄
の
舞
台
裏
を
語
る
ス
ペ
シ

ャ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー

ク
が
、
11
月
10
日
︵
木
︶
午
後

６
時
30
分
か
ら
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
︵
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁

目
３
３
３
番
地
︶
で
開
催
さ
れ

る
。
入
場
料
は
一
般
20
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
16
ド
ル
。

　

ま
た
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
先

駆
け
て
４
日
︵
金
︶
午
後
７
時

か
ら
、
映
画
﹃
と
な
り
の
ト
ト

ロ
﹄
の
35
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
︵
日

本
語
上
映
、
英
語
字
幕
付
き
︶

で
の
上
映
会
が
行
わ
れ
る
。
入

場
料
は
一
般
15
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
５
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
と
イ
ベ

ン
ト
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.japansociety.org

と
な
り
の
ト
ト
ロ
舞
台
裏
版

Ｊ
Ｓ
で
10
日
舞
台
裏
を
講
演

バ
ジ
ル
・
ツ
イ
ス
ト
を
招
く

～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
!!
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い

る
け
ど
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

J-
ECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

抱
え
て
い
る
悩
み
の
解
決

に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
も
さ
ら
に
特
典
を
充

実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

https://www.samuraimama.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
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